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○議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

      （諸般の報告） 

 日程第 ２ 報告第２１号 美幌町議会運営委員会事務調査結果報告について 

 日程第 ３ 報告第２２号 総務福祉常任委員会事務調査結果報告について 

 日程第 ４ 報告第２３号 経済教育常任委員会事務調査結果報告について 

 日程第 ５ 同意第 ３ 号 美幌町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 日程第 ６ 議案第６５号 美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例制定について 

 日程第 ７ 議案第６６号 美幌町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

 日程第 ８ 議案第６７号 美幌町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定

について 

 日程第 ９ 議案第６８号 美幌町税条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第１０ 議案第６９号 美幌町公営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第１１ 議案第７０号 令和６年度美幌町一般会計補正予算（第６号）について 

 日程第１２ 議案第７１号 令和６年度美幌町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について 

 日程第１３ 議案第７２号 令和６年度美幌町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）について 

 日程第１４ 議案第７３号 令和６年度美幌町介護保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて 

 日程第１５ 議案第７４号 令和６年度美幌町水道事業会計補正予算（第２号）について 

 日程第１６ 議案第７５号 令和６年度美幌町公共下水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて 

 日程第１７ 議案第７６号 令和６年度美幌町個別排水処理事業会計補正予算（第１号）

について 

 日程第１８ 議案第７７号 令和６年度美幌町病院事業会計補正予算（第１号）について 

 日程第１９ 意見書案第１１号 厚生年金への地方議会議員の加入のための法整備を求める意

見書について 

 日程第２０ 意見書案第１２号 将来に希望が持てる次期基本計画の改定と現場に寄り添った

農業政策の実現を求める意見書について 

 日程第２１ 報告第２４号 専決処分の報告について 

              （工事請負契約の一部変更） 

 日程第２２ 報告第２５号 定期監査報告について 

 日程第２３ 報告第２６号 例月出納検査報告について（８月～１０月分） 

 日程第２４ 閉会中の継続調査について 

 

○出席議員 

     １番 木 村 利 昭    副議長 ２番 馬 場 博 美   

     ３番 横 山 清 美        ４番 髙 橋 秀 明   

     ５番 宮 崎 奈津江        ６番 上 杉 晃 央   
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     ７番 稲 垣 淳 一        ８番 藤 原 公 一   

     ９番 伊 藤 伸 司       １１番 大 江 道 男 

    １２番 松 浦 和 浩       １３番 大 原   昇   

 議 長１４番 戸 澤 義 典   

 

○欠席議員 

１０番 吉 住 博 幸   

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美 幌 町 長        平 野 浩 司  
教 育 委 員 会        
教 育 長 

矢 萩   浩  

  監 査 委 員        西 村 与志博    

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

副 町 長        髙 﨑 利 明  総 務 部 長        那 須 清 二  

町民生活部長 関   弘 法  福 祉 部 長 斉 藤 浩 司  

経 済 部 長        河 端   勲  建 設 部 長 遠 國   求 

病 院 事 務 長        但 馬 憲 司  事務連絡室長        横 山 聖 二  

会 計 管 理 者        田 中 三智雄  総 務 課 長 鶴 田 雅 規  

危機対策課長 多 田 敏 明  
政策推進課長 
兼デジタル推進主幹 

竹 下   護  

財 務 課 長 吉 田 善 一  町民活動課長 佐久間 大 樹  

戸籍保険課長 
選挙管理委員会事務局長 

佐々木   斉  税 務 課 長 松 尾 まゆみ  

社会福祉課長 水 上 修 一  児童支援主幹 大 内 直 樹  

保健福祉課長 立 花 良 行  
農林政策課長 
農業委員会事務局長 

以 頭 隆 志  

森林農地整備主幹 橋 本   勝  農業振興主幹 午 来   博  

商工観光課長 沖 崎 寿 和  建 設 課 長 森 口 尚 博  

建 築 主 幹 廣 田 吉 輝  環境管理課長 影 山 俊 幸  

環境衛生主幹 宮 田 英 和  上下水道課長 石 山 隆 信  

病院総務課長 伊 藤   寿  地域医療連携課長 高 山 吉 春  

事務連絡室次長 藤 田 静 思  教 育 部 長 遠 藤   明  

学校教育課長 中 尾   亘  学校給食課長 片 平 英 樹  

社会教育課長 浅 野 謙 司  スポーツ振興課長 弓 山   俊  

監査委員事務局長 小 室 保 男  監査委員事務局次長 小 室 秀 隆  

    

○議会事務局出席者 

  

事 務 局 長 小 室 保 男  次 長 小 室 秀 隆  

議 事 係 長 高 田 秀 昭  庶 務 係 長 村 田   剛  

庶 務 係 金 子 未 准    
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午前９時３０分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（戸澤義典） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１２名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和６年第９回美幌町議会定例会第３日

目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（戸澤義典） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、６番上杉晃央さん、７番稲

垣淳一さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（戸澤義典） 諸般の報告を行いま

す。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（小室保男） 諸般の報告を申

し上げます。 

本日の会議につきましては、配付してお

ります議事日程のとおりであります。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

なお、吉住博幸議員、体調不良のため欠

席の旨、髙橋秀明議員、所用のため遅参す

る旨、それぞれ届出がありました。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 報告第２１号 

○議長（戸澤義典） 日程第２ 報告第 

２１号議会運営委員会事務調査結果報告に

ついてを議題とします。 

本件について、委員長より報告を求めま

す。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 〔登壇〕 令和５年

第３回美幌町議会臨時会において承認され

た事件について、調査の結果を美幌町議会

会議規則第７７条の規定により、次のとお

り報告します。 

 事件名、調査の経過につきましては、記

載のとおりであります。 

また、調査の結果につきましては、朗読

をもって報告に代えさせていただきます。 

調査の結果。 

地方分権改革が進み、自治体の自己決定

権の拡大により、議会としても行政のチェ

ック機能をより強化することが求められて

いる。 

具体的には、議会から積極的に議会の役

割などの情報発信、住民の議会への参画に

よる開かれた議会、議会本来の機能を発揮

するため議会の活性化などを目指すことが

急務と言える。 

第１９次の議会改革・活性化調査研究特

別委員会で継続調査となった議会モニター

制度をはじめ、議長から諮問された議員の

学校、議会運営委員から提案された議会カ

フェなどの諸課題を前進させるため、道内

先進地視察を行い、委員会として意見の集

約をみたので、ここに報告する。 

１、議会モニター制度について。 

清水町議会は、平成２８年６月に、議会

活性化特別委員会を設置し、議会サポータ

ー制度、モニター制度の導入を調査・検討

した。 

その結果、町民の声を議会運営に反映さ

せることを目的に、１０名程度の人数で議

会モニターの導入を決定し、議会モニター

設置要綱を制定して、令和元年度から実施

している。 

モニターの資格は、一つ、年齢１８歳以

上の町民で、かつ町議会議員または町職員
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でないこと、一つ、町議会の仕組み及び運

営に関心があること、一つ、町政及び地域

社会の発展に関心があることとなってい

る。 

モニターの職務は、一つ、会議を傍聴し

会議の運営に関する意見の提出、一つ、議

会だより及び議会ホームページに関する意

見の提出、一つ、議長が依頼した議会の運

営に関する調査事項への回答、一つ、議員

と年１回以上の意見交換、一つ、議会モニ

ター会議への出席と定められており、議員

と年１回以上の意見交換と議会モニター会

議は、同日に開催している。 

モニター会議は、議会運営委員会で対応

しているが、議会広報広聴常任委員（議会

運営委員と兼務していない）は、毎回傍聴

をしている。これまで５年間で６回開催し

ている。 

モニター会議の開催前には、一つ、議会

傍聴で感じたこと、一つ、議会ホームペー

ジやインターネットの中継を見て感じたこ

と、一つ、議会広報を読んで感じたこと、

一つ、議会の進行でよく分からないこと及

び疑問を感じること、一つ、その他の意見

を事前に提出願い、会議当日にモニターと

意見交換を実施している。 

なお、議会運営に役立つことはできるだ

け反映・改善している。議会だよりにＱＲ

コードの活用、議会ホームページにモニタ

ーページの開設など。 

令和６年２月のモニター会議では、延べ

３５件の意見が出され、議会運営委員会で

協議、回答している。 

モニターは無償であるが、現在、町内で

使用できる商品券５,０００円分を謝礼とし

て贈呈している。 

導入から３期目、１期２年を迎え、令和

４年度まで年１回の開催、令和５年度より

年２回開催しており、現在７名のうち５名

が継続して活動し、モニターの意見をタイ

ムリーに議会運営に反映させる気づきに結

びついている。モニターと議論できるの

で、意見の背景や真意を酌み取ることがで

き、議会として納得して改善などに取り組

んでいるが、モニターは再任者が多く、年

齢が高いため、若年世代への委嘱が課題で

ある。 

栗山町議会は、平成１８年５月、議会運

営の最高規範である栗山町議会基本条例を

日本の議会で初めて制定し、議員が入れ替

わっても、議会運営の基本が変わらないよ

う、条例制定について全議員で議論を重ね

た。 

条例の中に町民から議会運営に関する提

言を聴取するため、平成２０年４月に議会

モニターを設置した。 

モニターの資格は、一つ、満１８歳以上

の町民で、公務員、議会議員または各種行

政委員でないこと、一つ、町議会の仕組み

及び運営に関心があること、一つ、町政及

び地域社会の発展に関心があることとなっ

ている。 

モニターの職務は、一つ、会議を傍聴し

会議の運営に関する意見を提出、一つ、議

会だより、ホームページに関する意見を提

出、一つ、議長が依頼した議会運営に関す

る調査事項への回答、一つ、議員と１年に

１回以上意見交換、一つ、政務活動費の使

途に関すること、一つ、その他議長が必要

と認めたことと定められている。 

モニターは、募集要項を見て応募した

り、議員からの声かけで参加している。 

平成２１年から定数１０人でスタート

し、平成２９年には１５人に増員、令和元

年には２０人に増員し、これまで８人から

最大１８人が応募した。令和６年７月現

在、男性１０人、女性７人が活動中で、そ

のうち継続者は１０人となっている。 

モニターから議員に立候補する者もい

て、なり手不足の補完、議員予備軍にもな

っており、議会に関心を持つ方が増えてい

る。 

モニター会議では、議員定数、政務活動

費の増額、議会基本条例の見直し、議会の
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広報・広聴、議会報告会、議員のなり手問

題（議員の学校）などの意見交換を実施し

ている。 

カフェ方式やワークショップなど新年度

予算の説明、決算終了後にもモニター会議

を開催し、モニターアンケートとして、議

会だよりを毎回ページ毎にＡ、Ｂ、Ｃ３段

階の評価を実施している。令和２年から町

内でのみ使用できる商品券３,０００円分を

謝金として贈呈している。 

なお、議会モニターとは別に、平成２１

年４月から議会及び事務局の政策形成、立

案機能を高めることを目的に、議会サポー

ター制度を導入しており、大学教授３名、

地方自治研究員、元栗山町議会事務局長の

計５名の有識者に相談・助言を受けている

とのことであった。 

町民の意見や要望、提言など議会運営に

反映させる手法として、町政や議会活動に

興味や関心のある方がモニターに応募され

ると、多様な意見が議会運営に反映できる

ことから、モニター制度の有用性は高いと

考える。 

視察先では、なり手不足の補完、議会運

営、定数・報酬問題、議会広報・広聴の諸

課題に関するモニター意見の反映などの成

果を得ている一方で、モニターの確保に難

しさがあり、新規モニターの応募が少な

く、継続者が多いなどの課題が見受けられ

た。 

視察調査で明らかになった成果や課題及

び議会広報検討委員会の検討事項を踏ま

え、町民目線に立った議会活動の充実を目

指し、議会モニター制度の導入に向けた検

討を進めたい。 

２、議会カフェについて。 

鹿追町議会は、住民参加型の開かれた、

親しまれる、分かりやすい議会を目指し、

平成２２年３月に鹿追町議会基本条例を制

定した。 

条例に、まちなか会議を設置し、町民と

議員が、町政全般にわたり懇談や意見交換

などの機会を積極的に持つため、広聴活動

の充実の義務化を規定した。 

まちなか会議の一環として、定例会ごと

に年４回の議会報告会を開催しているが、

参加者が少なく固定化した。 

令和元年７月から、気軽に参加でき、小

さな声を拾い上げることを目的に、少人数

の議員が円卓方式で「カフェでひとこと」

を開催している。町の国際交流センター平

成館を活用したことで、施設の利用促進に

結びつく効果に繋がっている。 

カフェは、定例会開催月の翌々月２０日

以降の最初の火曜日１１時から１２時３０

分に平成館で開催し、各回担当２名を決

め、議長はオブザーバーとして出席してい

る。 

自由な意見や要望を気軽に話し合える場

にするため、少人数でコーヒーを飲みなが

ら話し合うスタイルで、令和元年以降１４

回、延べ７２人が参加している。 

周知方法は、ホームページ、ポスター、

議会広報紙、防災無線放送、お知らせアプ

リ「ミジカ」で行っている。 

担当議員の分担は、議長を除く広報広聴

常任委員会１０人で構成し、広報部会と広

聴部会、各５人で担当している。 

広報部会は、議会だより年４回、ミニ版

年４回の編集・発行を、広聴部会は、まち

なか会議、議会報告会・カフェでひとこと

をそれぞれ担当し、カフェでひとことは、

広報部会５人の中から２人が交代で担当し

ている。参加者から少人数での対応を希望

され、事務局は同行していない。 

意見交換のテーマは設けず、意見などの

要点を担当議員がまとめ、回答できないも

のは持ち帰り、担当課に確認するなど議会

運営委員会で整理後、所管委員会に割り振

って現地調査などを実施している。 

カフェを開催した後、議会傍聴者数に大

きな変化はないが、まちなか会議に対する

関心が高まり、定着するよう継続して開催

するとのことであった。 
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町民の声を広く集めるため、議員と町民

が気軽に話し合う場、機会を創出する議会

カフェは、生活や暮らしの中での課題を把

握する上で大変有効な取組である。 

令和６年６月及び１１月に試行的に開催

した美幌町議会の議員カフェには、延べ 

５０名の町民が訪れ、まちづくりに関する

様々な意見や要望をお聞きする貴重な機会

となったところである。 

今後、具体的な検証作業を進めることに

なるが、効果的かつ継続的な制度となるよ

う、本格実施に向けてさらに議論を進めた

い。 

３、議員の学校について。 

栗山町議会は、平成２７年及び平成３１

年の２度にわたり、無投票で町議会議員選

挙がなかったことから、令和元年６月に栗

山町議会議員の報酬と定数に関する調査特

別委員会において、報酬と定数を考える小

委員会となり手問題を考える小委員会を設

置した。 

調査特別委員会では、議会サポーター会

議の有識者や議会モニターからの意見聴

取、団体との会議やパブリックコメントを

実施し、なり手問題を考える小委員会で、

広報活動の強化、若者・女性などを対象

に、出前講座、議員後継者育成の議員アカ

デミー講座など議員を輩出する地域の維持

や醸成づくりが検討された。 

４年で延べ２９回の調査特別委員会で議

論を重ね、結論として、報酬は現状維持、

定数は令和５年４月選挙より１２名から 

１１名の１名減とし、なり手不足では議員

の養成講座、議員の学校を開講することと

した。 

議員の学校の目的は、後継者育成とし

て、議会や議員、町政に関心や志のある町

民などを発掘、育成し、なり手不足の課題

の解決に向けた一助として取り組むもので

ある。 

カリキュラムは、１時間目は議会の基本

や議会と議員の役割、２時間目は議員に聞

いてみよう議員活動の実際、３時間目から

５時間目は議会運営委員会、一般質問編、

予算審査特別委員会の審議を傍聴、６時間

目は模擬議会を実施している。 

学校運営の体制を基本に、参加者を生

徒、議長を校長、副議長を教頭、議会改革

推進会議の座長を担任教諭、ほかに議員を

先生とした。 

町議会議員選挙の立候補者は１４名、定

数１１名を争う１２年ぶりの選挙となり、

議員の学校受講者は、１９名のうち３名が

立候補し、全員当選された。 

栗山町議会の視察調査では、受講者の一

部、３名が立候補した事実を確認し、議員

のなり手不足の対策として有効であること

を認識したところである。 

しかしながら、カリキュラムや資料の作

成、指導者の確保など学校運営に当たって

の様々な課題があることから、引き続き検

討を重ねる必要があると考えている。 

なお、議員のなり手確保に向けては、議

員の学校をはじめ、議員報酬の見直しや社

会保障制度の充実など、議員の待遇改善を

含めた包括的な議論を重ねる中で、議員の

学校の実施の可否を判断すべきである。 

○議長（戸澤義典） これから、委員長報

告に対する質疑を行います。 

１３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 何点か。 

まず、モニター制度ですけれども、結

構、年齢が高い、若者がいないということ

でした。 

この中で、時間が取れないから、何回か

委員会あるいは議会だとか、そのようなも

のを傍聴しに、年配の方あるいは若者が、

年何回ぐらい、このモニターに関して出席

しているのか。 

そして、このモニター制度をやっている

町は、議会報告会あるいはお茶会、この

間、美幌でもやりました議員カフェ、その

ようなものを一緒にやっているのか。 

それと、このモニター制度をやって、い
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ろいろと意見を伺うと思うのですよ。これ

をどのようにして意見を反映しているの

か。 

最後に、議員の学校ですけれども、成り

手不足で議員の養成講座、議員の学校を開

校するということです。 

モニター制度の人間――人間という言い

方は悪いのですけれども、その人と学校に

来た人たちは一緒なのか。議員になった人

がです。 

栗山のことで書いていましたけれども、

栗山もモニター制度があります。ここには

学校もあります。議員に３人当選したとあ

りますけれども、この３人がその両方に出

席していたのかどうかをお伺いしたいと思

います。 

○議長（戸澤義典） ６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） まず、簡単なほうか

ら。 

議員の学校とモニター制度、当選した人

が両方に来ていたのかどうか、そこまでは

聞いておりません。両方に参加していたの

かどうかというのは分かりません。 

それと、モニター制度は、年齢とか議会

傍聴の出席状況ということで、二つあるの

ですけれども、清水町のモニター制度で

は、それぞれ期によってモニターの参加者

が違うのですが、１期目が１０名。これ

は、先ほどお話しした２年任期です。 

２期目が７名、３期目が６名ということ

で、やはり女性がだんだん少なくなって男

性が多くなって、なおかつ、先ほど御説明

したように、参加している方の年齢がどう

しても高くなっているという状況は、説明

を受けています。 

それで、議会報告会あるいはカフェの関

係なのですけれども、清水町では、議会報

告会はしておりますが、カフェについては

調査しておりませんので、やっているかど

うかは分かりません。 

また、モニターから出されました意見に

ついては、先ほどの報告の中でもいたしま

したけども、皆さんから出された意見は、

議会運営委員会などで対応して、それぞれ

関連する部分は、しっかりと所管の委員会

とか、そのようなところにも下ろしながら

可能なものは取り入れているということで

した。 

先ほどありましたけれども、美幌町議会

でもやっていますが、ＱＲコードをかざし

たらインターネットの動画が見れる、その

ような方法とか、あるいはモニターの意見

を議会広報にも載せてほしいということ

で、議会ホームページにモニターのページ

を開設するとか、そのようなことを通じ

て、町民の皆さんの声を広くきちんとお知

らせするということで役立てていると説明

を受けてまいりました。 

それから、委員会の開催数です。年１回

以上ということになっていたので、基本は

１回、皆さんとやりながら、そこで出され

た意見を先ほど言ったような形で整理し

て、反映できるものはしていると伺ってき

ました。議会報告会もやっていると聞いて

おります。 

○議長（戸澤義典） １３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 今お話を聞いてい

る中で、やはり回数を重ねるごとに、参加

人数が減っていくということであります。 

議会報告会あるいはモニター制度とは内

容が違うのですけれど、ある程度、興味の

ある方は報告会、あるいはモニターにも参

加してくれると思うのです。 

多分、バッティングする部分が、意外と

あると思うのです。議会報告会にモニター

の人たちも来てくれると、勝手に思ってい

るのですよ。それもまた、同じようなこと

を繰り返していく。 

最後になりますけれど、議員の学校、こ

こでも同じようなことになってくると思う

のですが、栗山では３回、モニターの方が

この三つに出席するということは、同じこ

とを言っているのかどうか。 

出ているのか出ていないのか、分からな
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いのですけれども、何かバッティングして

いるというか、言い方が悪くて、あまりう

まく伝わらないのですが、何かこう。 

学校のほうでは、成り手不足のためにや

るのだよと、極端なこと言えば、成り手不

足は町民が考えることであろうと。本当に

町のことを考えれば。議員が考えることで

はないと、私は思っているのですよ。 

本来、本当に町のことを思ってくれるの

であれば、志のある方が学校にも来てくれ

る。あるいは、カフェに来てくれる、報告

会に来てくれる。その中で、議員たちがや

っていることはおかしい、あるいは行政で

やっていることがおかしいとなれば、志が

あれば議員にも出てくれるはずなのです

よ。 

そうすると、学校は一つの手段でしょう

けれども、そのようなものではなくて、い

かに町民を行政が――議会ではないです。

行政に対してどのように興味を持たせる

か。こちらのほうが大事だと、私は思うの

ですけれどもね。そのような話は出なかっ

たのでしょうか。 

○議長（戸澤義典） ６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 残念ながら、どの住

民が二つの制度に、両方に関わっていたの

かどうかということは確認しておりませ

ん。 

もしかすると、モニターにもなっていた

し、議員の学校にも出席していた方もいら

っしゃるかも分かりませんけれど、それぞ

れ目的が違いますので、中には、両方に関

心があって出席された方もいたのかも分か

りません。 

それで、特に芽室町は、先ほど報告した

ように、１０人から１５人、２０人と拡大

していったのです。 

一方で、清水町は、ずっと１０名でやっ

てきたのですけれども、募集するごとに人

が減ってきて、なおかつ回数を重ねるごと

に女性の議員が減ってきたようです。 

現在、５年度と６年度では、男性５名、

そのうち継続している方が４名、女性１名

で継続者が１名ということで、同じ顔ぶれ

で３期やっているとか、そのようなことで

す。 

やはり、人材を発掘することがなかなか

難しいので、直接、議員から声かけをしな

がら募集に当たっているということです。 

そう言いながらも、年齢が偏らないよう

に、できるだけ若い人にも参加してほしい

ということで出てきています。 

これは、先ほどの報告で申し上げました

ように、例えば美幌町でやる場合にも、ど

のようにしてモニターを確保するかとか、

そのようなことは、今後の取組として非常

に課題になるのかなということで、書かせ

ていただきました。 

成り手不足のことは、大原さんの意見で

は、町民が考えることということですけれ

ども、美幌町においては、議長がそのよう

なことを諮問した経過もありますので、議

会運営委員会の調査報告を基に、今後、成

り手不足対策をどうするのかということ

は、皆さんで議論する中で方向性を見極め

ていくことにいたしたいと考えておりま

す。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

１番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 調査の結果につい

て、二つほど質疑させてください。 

まず（１）議会モニター制度についての

ところで、清水町と栗山町の事例が紹介さ

れているかと思います。 

報告の中で、栗山町については「モニタ

ーから議員に立候補する者もいて」と書か

れておりますが、清水町については、その

部分が触れられておりませんでしたので、

清水町議会、栗山町議会それぞれ、議会モ

ニターから議員の成り手になった人たちが

いるのかどうか。 

いるとすれば、どのくらいの方がなった

のか、もし人数とかが分かれば、教えてい



 

－ 125 － 

ただきたいです。 

もう一つが、同じく調査の結果の中で

（２）議会カフェの部分です。 

鹿追町議会の「広報広聴常任委員会１０

人で構成し、広報部会と広聴部会」という

ところで、「議会だより（年４回・ミニ版

年４回）」とありますが、このミニ版の年

４回というのは、どのような内容だったの

か、もし調べておりましたら教えてくださ

い。 

○議長（戸澤義典） ６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 鹿追町のミニ版、多

分、資料はいただいていなかったような気

がするのですけれども、たしかＡ４裏表だ

ったと思いますが、それを……。 

いや、すごいなと思ったのが、私ども議

会も年４回発行しているほかに、議員手づ

くりで情報をお知らせしたいということ

で、たしかＡ４裏表１枚で議会の担当の委

員皆さんが作成したものを全戸に配布して

いると承知しております。 

それから、モニター制度の関係です。 

先ほど、大原さんの質問の中でも十分に

答えきれていなかったと思うのですが、栗

山町は、モニターの中から関心を持って議

員の学校に。恐らく想像ですけれども、全

部で１９名ということで。 

実は、よく聞いてみると、議員の学校に

は、町外の方も参加していたようです。た

またま聞くと、そのうち３人の方が地元の

方で立候補して、もう一人、たしか隣の町

でしたか、隣の町から議員の学校を受講し

て、議員の学校からは４人が議員に当選し

たということです。 

やはり、栗山町について言えば、モニタ

ー制度も議員の学校もかなり時間をかけて

議論して、調査して、このような学校をつ

くろうとやったと。２回続けて無投票当選

だったということも含めて、議会の危機感

が住民の皆さんにも十分伝わった上で、恐

らく、議会のことをしっかり考えてみよう

という方が応募されたのだと思います。 

モニターも、定数を２０名に拡大しても

今１８名が応募してくれていますので、栗

山町の取組というのは、議長を先頭に一丸

となって議会改革を進める、そのような意

気込みはすごく感じられたという印象で、

勉強させていただきました。 

また、清水町から議員が出たとは聞いて

おりません。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

１１番大江道男さん。 

○１１番（大江道男） 今回の議運の視察

の中で、多分、議長からの諮問に基づく事

項に当たるのかなと思っているのですが、

栗山町で、２回の無投票を経て、議会の中

に報酬と定数に関する調査特別委員会をつ

くった、二つの小委員会をつくった、その

ような報告があります。 

その中で、報酬については現状維持、定

数については１名減という調査結果を出さ

れているということなのですが、当美幌町

議会では、従来から議員の報酬などは、特

別職等の報酬審議会で決めるという基本の

パターンはありますよね。こことの関連は

どのようになったのか。この結果、新しい

ルールがつくられてと読み取っていいのか

どうか。 

あるいは、議長の諮問の中に、美幌町議

会における報酬・定数の在り方という部分

で、今回の議運の調査事項の中に、その方

向性が含まれていると考えてよろしいのか

どうか。 

というのは、特別職等報酬審議会の中で

決めるという町の基本の流れと、今回の議

運の報告との兼ね合いをどのように考えた

らよろしいのかということで、お聞きした

いと思います。 

○議長（戸澤義典） ６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） まず、後段の部分、

今回の調査の中に議員報酬が含まれていた

のかどうかということですけれども、諮問

されたのは議員の学校、いわゆる議員の成
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り手不足のことを所管として調査したいと

いうことで調査いたしましたので、議長の

意向の中に報酬調査までの分野は含まれて

いないと私は認識しております。 

しかしながら、この調査をする中で、先

ほど報告いたしましたように、栗山町は、

報酬と定数を考える小委員会と成り手調査

ということで、議会が二つの小委員会を設

けてやっていくと。 

一方では、議員報酬の在り方について

も、議会独自に調査するという中で、議員

報酬・定数に関する調査特別委員会という

のは、いただいた資料によると、先ほど時

間をかけてよく調査していると話しました

けれども、詳しくは、令和元年度に先ほど

話した大学の教授だとかを含めた議会サポ

ーターの先生たちと４回ほど議論をしてい

ます。 

そのほか、令和２年度には、報酬・定数

を考える小委員会が３回、成り手対策が４

回、最終的に令和３年度、４年度となっ

て、結論として、報酬はそのままだけれど

も、議員定数を１名減らして、その中で何

とか議員の成り手不足のために設けた、い

わゆる議員の学校を核にしながら、とにか

く無投票を回避したいということでした。

ここは、しっかり成果が出てきたのだと思

います。 

この中で、大江さんが質問した議会が議

員報酬や定数――いや、定数はもちろん議

会の所管事項でありますが、報酬につい

て、栗山町としてどうかということです。 

これは、議会独自に、自分たちの成り手

不足と含めて、議員報酬の在り方を検討す

るべきだという議会の総意の下、自分たち

で調査をする中で結論を出したと伺ってお

ります。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

５番宮崎奈津江さん。 

○５番（宮崎奈津江） すみません、１点

だけお願いします。 

モニターの募集に際して、企業に対する

協力要請とか、そのような配慮はあったの

でしょうか。モニターの募集に際して、例

えば団体とか企業とか、町の民間の会社と

かに、そのようなことをしますので協力を

お願いしますとか、そのような配慮はあっ

たのでしょうか。 

分かる範囲で結構です。 

○議長（戸澤義典） ６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 清水町について言え

ば、いずれも募集が定数内であったという

ことで、私の記憶に間違いなければ、特に

企業に当たるとかではなくて、このような

制度を設けるので、ぜひ応募くださいとい

うことで取り組んだと聞いております。 

あと、栗山町のほうは、議会議員も積極

的にモニターを発掘するための声かけと

か、そのようなことも含めてやっていて、

ここは、ほぼ定員まで確保していますの

で、議会の努力というか、議員もいろいろ

なところに声かけをしながら、できるだけ

モニターを確保したいということで取り組

んだと聞いております。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

以上で、議会運営委員会事務調査結果報

告を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１０時２０分といたします。 

午前１０時１３分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１０時２０分 再開 

○議長（戸澤義典） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 報告第２２号 

○議長（戸澤義典） 日程第３ 報告第 

２２号総務福祉常任委員会事務調査結果報

告についてを議題とします。 
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本件について、委員長より報告を求めま

す。 

１２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩） 〔登壇〕 令和５

年第３回美幌町議会臨時会において承認さ

れた事件について、調査の結果を美幌町議

会会議規則第７７条の規定により、次のと

おり報告します。 

 事件名、調査の経過につきましては、記

載のとおりであります。 

 また、調査の結果につきましては、朗読

をもって報告に代えさせていただきます。 

調査の結果。 

日本の人口は減少を続け、将来的に１億

人を切ると推測される。高齢化現象が進ん

でおり、このままいくと高齢化率４０％を

超える超高齢社会になることは避けて通れ

ない状況にある。このことは、国を挙げて

対処しなければならない問題であるが、美

幌町においてもいち早く、できることから

対策を講じる必要がある。 

少子高齢化社会が進む中、重要な政策と

して位置づけられる福祉分野において、美

幌町でのさらなる取組が必要と思われる。

子育て支援、子ども発達支援、障がい者雇

用、認知症対策及び介護人材確保などの福

祉政策の推進、また人口減少対策としての

移住定住施策の推進など、それぞれの先進

地視察を行い、委員会として意見の集約を

みたので、ここに報告する。 

（１）子育て支援について。 

芽室町では、子供を町全体で育む「子ど

もにやさしいまち」を特に強調し、まちづ

くりを進めていくものとして将来像を定

め、子育て支援課を設置している。 

全ての子供が健やかに育つために、全て

の子供の権利を保障し、全ての子供が幸福

に暮らせることを願い、芽室町子どもの権

利に関する条例を制定しており、生きる権

利、育つ権利、守られる権利、参加する権

利を掲げている。条文を携帯しやすい名刺

サイズで作成して配布するなど、子供重視

のまちづくりを進めている。 

子供の居場所づくり推進事業である風の

子めむろは、平成３０年１月から開始し、

多様な子供が集える居場所を設け、学習支

援、食事の提供、日常の遊びなどを通じ、

児童をめぐる貧困や様々な困難を発見し、

必要な機関・制度へと繋げ、問題の早期発

見に向けて取り組んでいる。年間８００人

を超える利用者がおり、必要に応じて保護

者の相談支援も実施している。 

子育てサポートファイル「めむたっち」

は、家庭と地域が健康でのびのびと育つお

子さんを守り、支えていくことを目的に作

成しており、さまざまな情報を保護者や関

係者が記載することで、その子だけのめむ

たっちが作成されている。 

ファミリー・サポート・センターは、子

育てのお手伝いを受けたい方と子育てをお

手伝いしたい方との橋渡しする役割を担

い、保育所や習い事などの送迎、子供の預

かり、産前産後の家事の手伝いなど、依頼

者の子育てを援助者がサポートしている。 

 

岡山県美咲町では、町長が考案したキャ

ッチフレーズ「こどもの笑顔はみんなの幸

せ」を掲げ「こどもの笑顔があふれるまち

は、高齢者や障がいがある方をはじめ、み

んなにやさしく、幸せになれるまちという

意味です。こどもの笑顔は美咲の未来を示

しています」との方針の下、まちづくりに

取り組んでいる。 

子供育成全般のワンストップ窓口として

こども笑顔課を創設し、令和６年４月から

は、さらに保健師を増員して、ひとり親家

庭の貸付相談、虐待相談などを気軽に問い

合わせができる環境を整え、担当課への適

切な取り次ぎができるようになっている。 

子育て支援プランとして４４項目の支援

制度があり、①母子手帳交付日から１年間

無料とする黄福タクシーの利用助成、過疎

対策事業ソフト基金を活用、②３人目以降

の子が義務教育を修了するまで、水道料月
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額基本料金約１,６５０円の助成、地方債を

活用、③ふるさと納税制度を利用した美咲

町の子供の成長を願う保育園や学校の設備

などを支援する応援寄付金制度の創設な

ど、特色ある取組を行っている。 

岡山県和気町では「財源の許す限り子育

て世代に財源を充てていく」との方針の

下、子育て世代包括支援センターと子ども

家庭総合支援拠点の機能を併せ持つ、子ど

も・家庭・地域の子育ての総合支援窓口と

して、令和５年４月にこどもまんなか支援

室を創設し、社会福祉士１名、保健師１

名、事務職２名を配置している。 

妊娠から出産、就学の多岐にわたる手続

き・支援をワンストップでサポートして、

誰一人取りこぼさず、抜け落ちることなく

支援するとともに、相談者が利用しやすい

ように役場庁舎の１室を改修し、相談室を

設置している。 

主な子育て支援としては、①出産祝い金

として、第１子１０万円、第２子２０万

円、第３子以上３０万円、年間８９０万円

の予算、②おむつ購入サポート事業とし

て、０歳から２歳までを対象とし、自宅保

育は１日５枚、子ども園では無制限におむ

つを支給、年間２９７万５,０００円の予

算、③子育て短期支援事業として、虐待さ

れた子供の一時避難、子育てに疲れた親を

子供と離して一時利用を開始、年間２６万

８,０００円の予算、④日常生活用品買物支

援事業として、未就学児童の属する世帯

への配送手数料無料宅配サービス、年間 

２６４万円の予算、⑤タクシー利用助成事

業として、母子手帳交付時から出産１年後

までの妊産婦を対象に、町指定タクシー利

用で月額２ ,５００円まで助成、年間 

１,５７０万円の予算、⑥令和６年５月にこ

どもまんなかサポーター宣言を行い、親子

訪問事業として、町内会ごとに愛育委員・

栄養委員を配置して、町内企業からのプレ

ゼントを携えて自宅を訪問することで、親

子と顔見知りとなって育児の孤独化を防ぐ

「親子×子育て活動」の実施、⑦令和３年

に和気町子ども広場を設置し、０歳から未

就学児までが遊べる遊び場を運営するとと

もに、妊娠期から出産後まで安心して子供

と過ごすことができる子育て支援センター

を併設、総事業費３,９００万円で２分の１

国費補助、⑧スマートフォンを利用して、

子育てや親子関係に悩んだときに相談でき

る「親子のための相談ライン」や妊娠から

出産、子育てまでをサポートする「母子

モ」の活用などの取組を行っている。 

視察先においては、こども笑顔課、こど

もまんなか支援室、子育て支援課などの課

を創設し、それぞれに専門職を配置し支援

制度を推進している。 

子供に関する申請、相談は多岐にわたる

ことから、美幌町においても専門の課を創

設し、保健師、社会福祉士などの専門職を

配置すべきである。 

また、美咲町ふるさとの学校等応援寄付

金を参考に、ふるさと納税制度を活用した

美幌町の子育て支援策の充実にも取り組む

べきである。 

（２）子ども発達支援について。 

芽室町では、第１期芽室発達支援計画

（平成２０～２４年度）において、早期発

見から幼児期・学齢期の支援について重点

的に整理し、第２期芽室町発達支援計画

（平成２５～３０年度）において、後期中

等教育への相談支援から就労に向けた支援

を重点的に進めてきた。令和２年からは子

育て関連計画である保育基本計画、放課後

こどもプランを統合し、第２期芽室町子ど

も・子育て支援事業計画としてスタートし

た。 

芽室町発達支援センター「ちぃむ」で

は、臨床心理士を配置して、児童発達支援

（就学前）、放課後等デイサービス（学齢

児）、保育所等訪問支援（高校卒業まで）

のサービスを提供している。 

主な療育内容としては、①保護者の同意

を得た上で、お子さんが通っている保育
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所、幼稚園、学校などの所属機関と情報交

換や支援方法の検討、②個別に支援計画を

作成、③療育は、個別またはグループどち

らかお子さんにあった形態を利用、④発達

検査、相談などを通してお子さんへの関わ

り方を保護者、家族の方と一緒に考え、お

子さんに対する理解が深まるような支援 

などとなっている。 

発達支援センターの利用状況は、令和４

年度においては、在籍児童数８０人、児童

発達支援施設利用延べ人数７０５人、放課

後等デイサービス利用延べ人数８４６人と

利用者は多い。 

支援体制の確立を目指して、先輩保護者

の立場から現保護者をサポートしアドバイ

スなどを受けることができる「ペアレント

メンター」を活用し、令和５年９月末現在

１７名が在籍している。 

また、地域コーディネーターとして保健

領域１名（子育て支援課）、教育領域１名

（学校教育課）を配置し、①保健・保育・

教育・福祉・医療・就労の関係機関、また

は外部機関の協力を仰ぐ横の連携による支

援の一貫性の提供、②就学前から学齢期、

就労に至るまで、ライフステージをまたぐ

縦の連携による支援の継続性の提供など、

繋ぎを特徴とした取組を行っている。 

保護者の不安の一つとして、我が子の将

来の自立があることから、就労に向けた支

援として、芽室町就労体験支援事業、芽室

町職場実習支援事業を実施している。 

仕事の体験を希望する障がいのある方に

対して、仕事を体験することによって就労

への意欲を高めたり、一般企業への雇用に

係る支援やひきこもり支援部会を創設した

中で、進学・就労できずにいる在宅者や離

職・転職を繰り返し在宅になっている方を

支援している。各事業共に年７名から１０

名程度が利用。 

専門職として、臨床心理士・保育士・社会

福祉士の資格者の確保に努めて成果を上げ

ていることから、美幌町においても専門職

の確保を急ぐべきである。 

特に、臨床心理士は、十勝管内で配置す

る自治体が増え、発達支援の取組が充実強

化されている。また、保護者の不安を解消

するためにも、子育て支援体制を拡充し就

労に至るまでの総合的な支援策が必要であ

る。 

（３）障がい者雇用について。 

岡山県総社市では、障がい者千五百人雇

用事業に取り組んでおり、人口は１３年連

続で微増ではあるが転入超過となってい

る。 

「あなたにとって一番やさしいまち そう

じゃ」を実現するため、総社市では、平成

２３年度に障がい者千人雇用事業をスター

トした。弱者に寄り添い、徹底的に尽くす

ことで、障がいのある方を千人雇用する目

標を掲げ、障がい者千人雇用推進条例も制

定している。 

障がい者の雇用促進と就労の安定化を深

化・推進していくために、官民協働で取り

組み、市や事業主の責務、市民の役割とい

った基本的事項を定めた内容となってい

る。 

障がい者千人雇用事業の実現のため、障

がい者の就業・生活などに対する支援を実

施するとともに、障がいのある方と企業な

どとのマッチングの実働部隊として、社会

福祉協議会に委託（委託費約２,０００万

円）し、障がい者千人雇用センターを設置

している。 

主な事業内容としては、①就職支援ナビ

ゲーターによる求人開拓や就業相談、職業

紹介などの巡回、②障がい者の生活相談、

健康管理、金銭管理など日常生活に関する

相談、③就職活動のアドバイス、求人情報

提供、職場実習のあっせん、職場定着指

導、④職業訓練施設・特別支援学校・関係

機関との連携調整、⑤心理カウンセリング

などの心の相談、医療機関との連携による

アドバイスなどとなっている。 

平成２９年９月から、新たに障がい者千
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五百人雇用事業として取り組み、令和６年

４月１日現在で１,３４２人が就労してい

る。 

障がい者千五百人雇用事業の目標を実現

するため、①福祉面のみならず、雇用面の

専門性も必要不可欠であり、福祉から就労

へのきめ細かい支援をするため、ハローワ

ーク事務所に市職員が常駐し雇用対策など

の相談窓口を開設、②市が主催となり、ハ

ローワークなどとの共催で障がい者向けの

就職面接会の実施、③市の広報紙の表紙・

特集に、障がい者雇用のＰＲなど広報活動

により、障がい者の理解を深めるための啓

発、④障がい者が働く場所として市役所を

有効活用し、カフェを運営するともに市内

飲食店から弁当の委託販売などを実施、⑤

新型コロナウイルス感染症対応として、障

がい者就労継続支援事業所で３０万枚を超

える大ヒット商品となったマスクの製造な

どの取組を行っている。 

美幌町おいても、総社市が雇用目標を掲

げている障がい者千五百人雇用事業と同様

に、障がい者雇用政策を進めるべく、まず

は障がい者の実態を調査し、現状を把握す

べきである。 

美幌町、ハローワーク、商工会議所、社

会福祉協議会、障がい者就労支援団体、障

がい者福祉団体、町内中小事業所などの関

係機関・団体が障がい者の雇用などについ

て協議を行い、必要によっては北見地域定

住自立圏（１市４町）の連携により、事業

の推進を図るべきと考える。 

貴重な働き手として就労する個人には必

要資金を支援する制度についてもしっかり

と取り組むことが必要である。 

（４）認知症対策について。 

鳥取県伯耆町では、鳥取県の高齢化が全

国平均より１０年早く進んでいたことか

ら、県主導のもと、日本財団との共同プロ

ジェクトとして平成２８年度に鳥取大学、

鳥取県、伯耆町が連携し、とっとり方式認

知症予防研究開発・普及協議会を設立し

た。県独自のプログラム開発に伯耆町がモ

デル事業として協力し、認知症予防プログ

ラムを確立している。 

主な内容としては、①運動プログラム

（準備運動、有酸素運動・筋力運動、整理

体操）、②座学プログラム(鳥取大学医学部

や鳥取短期大学食物栄養担当と渡部病院理

事長などによる認知症、生活習慣病、認知

予防、相談・対応など認知予防できる町づ

くりを学ぶもの)、③知的活動プログラム

(作業療法士が担当し、個人で行う知的活動

（記憶力・貼り絵・計算問題・パズルな

ど）や団体で行う知的活動（手指ゲーム・

お手玉・カード合わせなど）となってお

り、認知機能解析結果では、プログラム参

加者の認知機能及び身体機能が改善されて

いるとのことであった。 

また、伯耆町では、認知症予防教室「は

つらつ教室」を開設し、平成１５年度から

実施していたものを、とっとり方式の開発

後に全面的に見直し、本教室とフォロー教

室に分けて実施している。 

当時は、ボケの人が行くところから、現

在は、参加者が元気や活力を取り戻し、集

落の行事に自ら参加する教室となってい

る。 

主な内容としては、①本教室は、４か月

間において、もの忘れに不安のある方、Ｍ

ＣＩ（軽度認知障害）のある方など、令和

５年度は延べ１１７人の参加実績、②フォ

ロー教室は１２か月、７教室で行い、ＭＣ

Ｉ（軽度認知障害）相当の方など定員１教

室２５名で行い、令和５年度の参加実績

は、１６４回の開催で、延べ１,７８５人の

参加、③両教室共にスタッフ・指導者とし

て作業療法士または地域福祉担当、看護

師、補助員、ボランティアなどで、社会福

祉協議会・大山リハビリテーション病院に

委託して運営、④送迎はしていないが、自

家用車、徒歩、デマンドバスを利用、⑤運

動指導だけでなく、認知機能の関係する知

的活動において、リハビリ職として専門的
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知識と経験を有する作業療法士を配置、⑥

タッチパネルによる簡易スクリーニング検

査結果がスコアＢ以上でＭＣＩ相当の方、

物忘れ相談でＭＣＩ相当の方、「生活機能

に関するアンケート」（年１回）により認

知機能低下の傾向のある方を広報紙、防災

無線、文字放送により参加の呼びかけ、⑦

教室参加の呼びかけ、教室に出向き教室の

運営など指導者へのアドバイス、教室不参

加が続く方への個別のアプローチ、認知機

能が低下し教室参加が難しくなった方への

次のステップのためのフォローなどを担当

する認知症地域支援推進員を配置などとな

っている。 

はつらつ教室の成果としては、要介護認

定者数は横ばいで、要支援１・２の方及び

居宅介護サービス利用者は年々増加傾向と

なっているが、施設介護サービス利用者及

び介護給付費が前年と比べ減少している。 

さらに、伯耆町では、オレンジカフェほ

うき（認知症カフェ）を開設し、伯耆町社

会福祉協議会を運営団体として、障がい老

人を支える家族の会、障がい者支援ボラン

ティアの会を協力団体として開設してい

る。 

主な内容としては、①第１火曜日はポッ

ポみらい（就労継続支援Ｂ型事業所）に

て、第３火曜日はみぞぐちテラソ（ワーキ

ングコミュニティスペース）にて開設、②

町スタッフとして認知症地域支援推進員、

保健師を配置、③町の支援としてオレンジ

カフェ運営事業費補助金)を活用し（１か月

上限１万円）、参加者１回２００円程度、

令和５年度実績として２１回、延べ１３５

人が参加などとなっている。 

伯耆町における総体的な認知症対策事業

としては、①認知症に対する正しい理解を

深める、②認知症や軽度認知障害の早期発

見、早期対応を行う、③認知症や軽度認知

障害と診断された方に、安心して地域で暮

らし続けられるよう保健指導、進行予防、

介護認定など、段階に応じてきめ細やかな

サポートを行うなどを目的として、軽度認

知障害の早期発見のために、専門の検査者

を必要としないタッチパネルによる簡易ス

クリーニング（製薬会社開発「のうｋｎｏ

ｗ」）を集団健診時に使用している。 

事業を実施した成果としては、①もの忘

れ検診は住民にとって心強いサービス、②

町内医療機関及び精密検査医療機関との連

携の強化、③もの忘れ検診、確定診断へ導

くことの必要性、④より若い年齢層へのア

プローチの重要性、⑤診断後の丁寧な説明

の必要性、⑥社会的交流の大切さなどの気

づきがあったとされている。 

令和７年には、６５歳以上の５人に１人

が認知症を発症すると推計されている。Ｍ

ＣＩ（軽度認知障害）の状態で発見できれ

ば、１６％から４１％の割合で元の健康な

状態に回復できると医療関係者は断言して

いる。 

美幌町においては、約１,２００人の方が

認知症であり、認知症の重度化や治療可能

な認知症を見逃がさないためにも、ＭＣＩ

段階での早期発見、早期対応が喫緊の課題

である。美幌町の認知症予防対策は改善の

余地があり、伯耆町の調査からきめ細やか

な認知症予防プログラムの策定が必要であ

る。 

現在の町の取組を検証し、専門家を入れ

た新たなプログラム策定とそれらを推進す

るための行政、国保病院、地域包括支援セ

ンター、社会福祉協議会などのマンパワー

の充実と連携を強化するとともに、簡易ス

クリーニング検査の導入に向けた環境整備

に取り組むべきである。 

（５）介護人材確保について。 

芽室町では、介護人材の確保対策とし

て、学生カイゴチャレンジ事業に取り組ん

でいる。介護人材不足の解消と介護職のイ

メージアップを図るため、町内介護事業所

で高校生や専門学校生、短大生、大学生な

どアルバイトの学生を対象に、施設ごとの

時給に１００円から２００円を上積みして
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奨励金を支払う学生カイゴチャレンジ事業

を、令和４年度からスタートした。令和５

年度は、大学生２人、高校生３人、看護学

生１人の計６人が特養、老健、小規模多機

能施設にそれぞれ就労している。 

主な成果としては、①アルバイトをきっ

かけに学生が介護を知ることで、進学・就

職に繫がる可能性の拡大、②従業員が手薄

な時間帯のシフトに入ってもらうことで従

業員の負担軽減、③事業所内に学生がいる

だけで雰囲気が明るくなり、利用者から好

評などが挙げられており、就労にもつなが

っている。 

東川町では、町内及び道内市町村で不足

している介護職の人材確保を目的に、令和

５年５月から地域おこし協力隊制度を活用

して定員５名の介護職人材を募集し、令和

６年４月から最長３年間、東川町地域おこ

し協力隊員として確保する事業を実施して

いる。 

北工学園旭川福祉専門学校で資格取得に

向けた勉強をして、放課後は地域協力活動

としてシニアクラブや子どもの福祉活動に

関わりながら、介護福祉士、地域支援専門

員などの資格取得（学費全額免除）を目指

している。 

また、北工学園旭川福祉専門学校に入学

し、介護福祉士、保育士などの資格取得を

目指す東川町出身高校生及び東川高校生

（卒業生を含む）などを対象として、特待

生奨学金制度を創立し、町独自の給付型奨

学金を交付している。 

さらに、東川町が独自に創設した日本福

祉人材育成基金の趣旨に賛同する企業に対

し、企業版ふるさと納税による支援を積極

的に求め、給付型奨学金受給者に対して、

残りの必要な授業料などを町と旭川福祉専

門学校が負担し無償化を図っている。 

加えて、道内の介護人材不足に対応する

ため、平成３０年に外国人介護福祉人材育

成支援協議会を設立しており、①会員自治

体、北工学園旭川福祉専門学校、東川日本

語学校との共同で介護人材を育成し、地域

の施設などで雇用の場を確保、②奨学生を

対象に日本語能力を高めるため、日本語教

育の無償化支援、③正会員３市２０町とそ

の自治体内の社会福祉施設、旭川福祉専門

学校で構成され、参加条件としては外国人

外国人介護福祉士を５年間採用、④参加負

担金は、１自治体につき年間３０万円であ

り、卒業時の準備金、支度金として活用、

⑤学費は学生一人につき２５０万円（授業

料、教材費、実証費、寮費、生活費）であ

り、学費の８０％が特別交付税で措置な

ど、介護人材の確保に取り組んでいる。 

介護の現場を知り、働く場の経験をして

もらうための学生カイゴチャレンジ事業

は、介護人材不足解消の取組であり、美幌

町においても、町内事業所との意見交換や

アンケート調査をし、その結果に基づいて

学生カイゴチャレンジ事業を含め、新たな

取組をすべきである。 

さらに、介護人材の確保に向けて外国人

介護福祉人材育成支援協議会に加盟し、外

国人の介護人材確保に早急に取り組むとと

もに、受け入れに必要な住宅の支援につい

ても空室となっている職員住宅・教員住

宅・公営住宅などの活用を検討すべきであ

る。 

（６）移住定住施策について 

東川町では、移住定住施策に取り組み、

２０年以上にわたって移住者が増え続けて

いる。 

景観条例の制定をして環境保全と景観形

成を進めるため、行政、住民、事業者が連

携した美しい風景づくりを推進し、平成 

１７年３月に景観法に基づく景観行政団体

となり、東川風住宅設計指針として、庭の

植栽、木材利用、屋根の形・色、外壁の

色、塀や囲いの制限、オイルタンクを隠す

方法など景観・環境に配慮した東川風住宅

を推奨している。 

主な移住定住施策としては、①中間管理

住宅事業として、空き家の所有者と１０年
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間の賃貸契約を結び、月１万円で借り受

け、最大１,５００万円をかけてリフォーム

し、移住希望者に最大２年間、月５万円か

ら７万円で貸し出し、１０年後には所有者

へ返還、②二世帯居住推進事業として、５

年以上東川町に居住している者が、親また

は子と同居近居、もしくは後継者が親との

同居近居を目的として、住宅を新築または

増改築するとき、床面積７８.７平方メート

ル以上で事業費の２分の１以内、上限５０

万円（二世帯住宅は上限１００万円）の補

助、③きた住まいる建設推進事業として、

きた住まいるメンバーに登録された業者の

施工で北海道が定めるきた住まいるに登録

された戸建専用住宅を建設するとき、床面

積７８.７平方メートル以上で事業費の２分

の１以内、上限１００万円、二世帯住宅は

上限２００万円の補助、④起業家支援とし

て、起業家が新たに投資し事業を開始する

場合に要した土地、家屋、設備の費用など

補助対象経費の３分の１以内、上限１００

万円の補助などの取組を行っている。 

美幌町においても、移住定住施策として

持ち家の支援は重要であり、新築住宅や二

世帯住宅の促進支援及び住宅リフォーム支

援や解体支援など、さらなる制度の拡充が

必要である。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（戸澤義典） これから、委員長報

告に対する質疑を行います。 

１番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 調査の結果につい

て、３点ほど内容の確認をさせてくださ

い。 

（１）子育て支援についての部分で、芽

室町では、子育てサポートファイル「めむ

たっち」というものを導入して取り組んで

いるということでしたが、このサポートフ

ァイル「めむたっち」の管理は、どこがメ

インでやっているのか。 

あと、例えばお子さんが何歳になるまで

とか、いつまでやっているのか、この辺り

を調べられていたら教えてください。 

もう１点が、同じところの下、芽室町の

ファミリー・サポート・センターの部分で

「子育てのお手伝いを受けたい方と子育て

をお手伝いしたい方」という書き方をされ

ているかと思うのですが、これは、ボラン

ティアで運営されているのか、また、主に

お手伝いしたい方が集まっているのか、集

めるためにはどのような取組をされている

のか、こちらも調べられていたら教えてく

ださい。 

次、少し進みまして１５ページ（３）障

がい者雇用、岡山県総社市の「障がい者千

人雇用事業の実現のため」の下の部分で

①、②とあって、③の「就職活動のアドバ

イス、求人情報提供、職場実習のあっせ

ん、職場定着指導」について、この職場定

着指導とは、具体的にどのような指導をさ

れているのか、分かれば教えてください。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） 今、資料等の部分

で見つからないのですけれど、めむたっち

とファミリー・サポート・センターについ

ても、芽室町の子育て支援センターでやっ

ていて、事業を分けている。 

そして、めむたっちについては、簡単に

言うと、母子手帳をもらっている方から始

まり、母子手帳、要するに就学前までだと

思っています。 

次、ファミリー・サポート・センターの

手伝いの方、ボランティア等についても、

ここで働いている指導員の方々が、芽室町

の発達支援の中で、広報活動としてしっか

り取り組んでいるということです。 

次、障がい者の千人雇用の定着指導につ

いては、総社市に障がい雇用対策の方がい

て、その方々と社協でやっていますので、

社協で企業回り、訪問の中で、働いている

方に対する確認、サポートを行っていると

聞いています。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 
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○１番（木村利昭） 一つ目のめむたっち

は就学前まで、母子手帳でというところで

何となく分かったのですが、その下のファ

ミリー・サポート・センターの部分。これ

は、ボランティアなのかどうなのかという

ことと、実際に人が集まっているのかどう

なのかというところの質問に対して、答え

をいただけていないかなと思っています。 

もう一つ、総社市の職場定着指導の部分

も、回ってサポートしていますということ

で今、御答弁いただいていましたけれど

も、例えば具体的に何か計画とかがあっ

て、このようなサポートをしていますよと

か、もしそのようなものがあるとかという

ことを調べられて、分かっていれば教えて

ください。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） ファミリー・サポ

ート・センターについては、あくまでもボ

ランティアというより、集まっている皆さ

んがボランティアの範疇の中でやっている

とは聞いていますが、今現在、何人の方が

どれだけの活動をしているかというのは、

資料が見当たらないので、申し訳ございま

せん。 

続きまして、総社市の就業定着指導の中

で、どのような指導をしてどのような助成

があるという細かいことについては、聞き

取りの中で漏れていましたので、よろしく

お願いします。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

以上で、総務福祉常任委員会事務調査結

果報告を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１１時１０分とします。 

午前１１時００分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時１０分 再開 

○議長（戸澤義典） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 報告第２３号 

○議長（戸澤義典） 日程第４ 報告第 

２３号経済教育常任委員会事務調査結果報

告についてを議題とします。 

本件について、委員長より報告を求めま

す。 

７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 〔登壇〕 令和５年

第３回美幌町議会臨時会において承認され

た事件について、調査の結果を美幌町議会

会議規則第７７条の規定により、次のとお

り報告します。 

 事件名、調査の経過につきましては、記

載のとおりであります。 

 また、調査の結果につきましては、朗読

をもって報告に代えさせていただきます。 

 

調査の結果。 

 近年の図書館は本を貸し借りするだけで

なく、地域の核となり、コミュニティーづ

くりや居場所づくりに貢献できる貴重な場

所として整備されている。 

 美幌町図書館は、昭和５４年３月、現在

地に新築されているが、施設の老朽化が進

み、現在の古い設備では、高齢者や障がい

者等への配慮が十分でなく不便をかけてい

ること、また、時代の変化により図書館の

機能や役割が多様化しており、町民のニー

ズに十分対応できていないという課題を抱

えていることなどから、令和４年３月、新

しい機能とサービスを備えた魅力的で使い

やすい、新たな図書館の基本構想である美

幌町図書館整備基本構想を策定し、時期は

未定ながら、今後、整備を予定している。 

 このような状況を踏まえ、経済教育常任

委員会では、図書館整備及び管理運営につ

いて、道内外の先進地等の調査を進めてき

たが、委員会としての意見の集約をみたの
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で、ここに報告する。 

 京都市の京都国際マンガミュージアム

は、京都精華大学と京都市の共同事業とし

て２００６年１１月に開館した施設であ

る。 

 この施設は、旧籠池小学校校舎を改修し

た施設であり、施設改修費は約１３億円

で、財源内訳は、国庫補助金が約６億円、

京都精華大学負担が約６億円、京都市負担

が約１億円とのことである。 

 施設のコンセプトとして「読んで、学べ

て、体験できる！マンガ文化の総合博物

館」を掲げ運営しているが、施設運営の特

長としては「マンガ家による講演会、ワー

クショップ、紙芝居等を企画・実施してい

る」「マンガという一つのテーマに絞るこ

とにより利用者のターゲットが明確になっ

ている」「図書館の分類による配架ではな

く独自の配架を行っている」「どこでも自

由に本を読める空間づくりを行っている」

「会議室やコワーキングスペース、イベン

トスペース、カフェ、マンガグッズ売り場

等、図書館機能とは全く異なる機能を併せ

持った複合施設となっている」「地域住民

や民間業者も交え検討した施設整備及び施

設運営を行っている」「民間委託による運

営を行っている」などが挙げられる。 

 大阪市のこども本の森中之島は、世界的

に有名な建築家、安藤忠雄氏が「こどもた

ちに多様な本を手にとってもらい、無限の

創造力や好奇心を育んでほしい」との思い

で大阪市に寄贈した施設で、令和２年７月

に開館している。 

 この施設においては、本の貸出機能がな

いため、図書館ではなく文化施設として位

置づけているが、海外からの建築家や幼児

教育を目指す大学生など幅広い層が来館し

ており、大人も楽しむことができ、誰でも

夢中になることができる本の施設となって

いる。 

 施設運営の特長としては「本の貸出機能

はなく、１日４回の入館時間帯を設定し 

事前予約システムを導入している」「指定

管理者による施設運営を行っている」「本

を手に取りたくなる環境、その場にいたく

なるような空間をつくり上げている」「施

設敷地内であれば、建物外への本の持ち出

しが可能となっている」「様々なジャンル

の本を子供たちの日常生活や好奇心に寄り

添うよう、１２のテーマに分けて並べてい

る」「子供が好きなもの、大人たちにもい

いなと思ってもらえるもの、親子で楽しめ

るもの、本との関係性を濃密にするもの、

この場所に来た記念になるものなど、様々

な視線から発想したオリジナルグッズを販

売している」「デジタルとは違う、感覚を

刺激するような居場所をつくり上げてい

る」などが挙げられる。 

 奈良県三宅町の三宅町交流まちづくりセ

ンター「ＭｉｉＭｏ」は、子供からお年寄

りまでの全住民が交流し、町外の方々も加

わって、新しい交流まちづくりを育む拠点

施設として整備され、令和３年１２月にオ

ープンした施設である。 

 総事業費は約１０億円で、財源としては

約７割が国庫補助金となっており、地方創

生臨時交付金及び過疎対策事業債を活用し

たほか、木材活用に係る補助金も活用した

とのことである。 

 また、施設整備の基本計画策定に当たっ

ては、町民の意向を反映するため、町民で

構成する町民プロジェクト会議を交えて協

議したとのことである。 

 施設の概要・特長については、アクセス

のよい役場横に併設しており、１階にはイ

ベントスペースとして利用可能なホール及

びフリースペース、調理実習やこども食堂

に活用できるキッチン、日替わりで実施し

ている食堂などが配置されている。 

２階には、図書フロアと学童保育スペー

スが配置されており、図書フロアは、図書

館法上での図書館ではなく、図書スペース

として開設されているが、読み聞かせコー

ナーや企画棚など様々な年代が「本を楽し
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むスペース」と、静かな空間で自習をした

り本を読んだりする「静かな空間を楽しむ

スペース」の２つのゾーンに分かれてい

る。 

また、蔵書検索端末、館内ＯＰＡＣ及び

自動貸出機を設置して、利便性の向上が図

られている。 

 そのほか、３階には、防音性能を高める

等の工夫を凝らした３つのコミュニティル

ームや三宅町を展望できるテラス、子ども

スカイガーデンなどが配置されており、施

設全体としては、図書館機能のほか、町民

の活動の場となる機能施設と学童保育など

を備え、新たな交流を生む複合的な機能を

備えた施設である。 

 札幌市図書・情報館は、市民の仕事や暮

らしに関する課題の解決に役立つ情報と札

幌の魅力を発信する「都市の知的空間」と

して整備が進められ、平成３０年１０月に

札幌市民交流プラザ内にオープンした施設

である。 

 施設は、働く人々やビジネス・観光で訪

れる人が多いエリアに整備されているが、

その地域性を生かして、大人を対象に「札

幌の魅力と街の情報」「ビジネスに役立つ

情報」を提供する課題解決型図書館になっ

ている。 

 施設の特長としては「デジタル映像や図

書で札幌市の魅力を紹介している」「会議

可能な室内空間や充実したＩＴ環境で調べ

ものを支援している」「館内への飲み物の

持込みが可能であり、また、併設されてい

るカフェへの本の持込みも可能となってい

る」「全館無料Ｗｉ－Ｆｉが完備されてお

り、また、一部座席にはコンセントが設置

されている」「一部エリアを除き、会話が

可能となっている」「事前にインターネッ

トで座席の予約が可能となっている」「多

くの利用者に訪れてもらうため、アクセス

のよい場所に整備、建設されている」「市

民、ビジネスマン、観光客に活動の場を提

供している」「公募市民や有識者で構成す

る図書館協議会において意見等を聴取した

ほか、札幌市の都心にふさわしい図書館の

在り方や機能について検討するに当たり、

学識経験者や有識者等５名で構成する懇談

会を設置し、専門的な見地からも意見を聴

取している」「コンセプト「はたらくをら

くにする」は市民アンケートを基に決定し

ている」などが挙げられる。 

 津別町図書館は、平成３１年３月に図書

館建設検討委員会を設置した上で検討を重

ね、令和５年７月に開館、中心市街地にス

ーパーやカフェ、コミュニティー施設と併

合した複合型図書館施設である。 

 図書館を含めた施設全体の総事業費は約

２０億円、そのうち図書館整備に係る事業

費は約５億６,０００万円とのことである。

財源としては、地方創生拠点整備交付金及

び過疎対策事業債を活用しており、地方創

生拠点整備交付金は約３億５,６００万円と

なっているが、図書館整備に対しては交付

されていない。 

 施設運営等の特長としては「児童書や絵

本との出会いが自由に体験できる『こども

遊び場』『えほんハウス』を設置してい

る」「デジタルコンテンツを体験する視聴

覚コーナーを設置している」「イベントや

シアターなどでも使用できる多機能なミー

ティングイベントスペースを設置してい

る」「グループ学習などに利用できる壁で

仕切られた『Ｓｔｕｄｙ Ｒｏｏｍ』を設置

している」「整備に当たり、社会教育委員

を中心とする図書館建設検討委員会を設置

し、意見等を聴取している」「町民アンケ

ートを実施し、町民の意見や要望を反映し

ている」「町民が自由に集い、自由に利用

できる複合施設として、まちなかに整備し

ている」などが挙げられる。 

来館者数は、令和５年度は開館してから

９か月間であったにもかかわらず、 

３３,９６９人となっており、令和４年度、

中央公民館図書室の来館者数４,５０９人の

約７.５倍となっている。 



 

－ 137 － 

 来館者の年齢層は６０代以上の方が多い

が、授乳室が完備されたこともあり、乳幼

児を連れた２０代から３０代の来館者も増

え、家族連れの来館が多くなったことに加

え、町外の来館者も大幅に増えているとの

ことである。 

 また、中心市街地に複合施設として開設

したことにより、町民からは「買い物のつ

いでに来ることができる」「まちなかにく

つろげる場所ができた」「パソコンなど持

ち込んで仕事ができるようになった」など

の声があり、評価が高いとのことである。 

以上が、視察調査を実施した各施設の概

要であるが、現在の図書館機能を備えた施

設における整備及び管理運営においては、 

効果的な共通点が見受けられ、人を惹きつ

ける魅力のある施設となっている。 

その１点目として挙げられるのが「独自

のテーマ」であり、そのテーマに特化した

運営を行っていることである。また、テー

マに合わせた独自性のある配架を行ってい

ることも来館促進の一つとなっている。 

このことは、整備前である現在の美幌町

図書館においても実行可能であり、独自の

テーマに基づく配架コーナーを設け、町民

が本や情報に接し、新たな気づきを得られ

る場を展開するとともに、定期的にテーマ

を更新し、何度訪れても新たな発見のある

場として展開すべきである。 

２点目は、好きな場所や自由なスタイル

で本を読めるスペースなど、様々な利用者

の使い方に応じた空間づくりを行っている

ことである。本を読む楽しみが感じられる

空間をつくることで、利用者に親しまれる

図書館機能になっている。 

３点目は、様々な人たちに日常から利用

されているカフェや、イベントスペース等

の機能を併せ持った複合施設として整備さ

れていることである。このことは、イベン

トスペースとして、仕事場として、カフェ

として、おしゃべりの場としてなど、多様

な方々の受け皿となり、自由に集い、自由

に利用でき、自由に過ごせる場に繋がって

いる。 

４点目は、時間をかけて住民の声を聞

き、住民の声が反映された施設整備及び施

設運営になっていることである。住民の意

見や要望を取り入れ、その意見や要望もし

っかり盛り込んだ施設整備及び施設運営

は、住民に永く愛される施設に繋がるもの

である。 

美幌町においても、美幌町図書館整備検

討委員会を設置し、町民の意見や要望を取

り入れた美幌町図書館整備基本構想を策定

しているが、現在は、検討委員会が開催さ

れておらず機能していないことから、今後

の図書館整備に向けて、引き続き、意見交

換や町民の声を聞く取組を継続すべきであ

る。 

５点目は、民間委託による施設運営であ

る。図書館機能のサービスの向上に係るイ

ベントの開催や配架など、作業を主体とし

た業務のように、行政が直接執行しなくて

も実効性が確保されるもの、あるいは情報

発信、管理業務など、高い専門性が求めら

れるものについては、外部委託を導入する

ことで、より効率的な運営を図ることが可

能になる。 

先に述べたとおり、美幌町においては今

後、図書館整備を予定しているが、これか

らの図書館は、従来のような貸出中心のサ

ービスにとどまらず、今まで図書館を利用

しなかった方が利用するような仕組みを考

えることが重要であり、あらゆる世代の利

用者が安心して心地よく、くつろぐことが

できる居場所として滞在できる環境整備

や、多種多様な空間の整備も必要である。 

そのためには、様々な人がくつろげるカ

フェ等のリフレッシュ施設も必要であり、

将来のまちの姿を描いて図書館を整備する

必要もあることから、まちなかに複合施設

として整備することが望ましいと考える。 

地域の核となり、コミュニティーづく

り、あるいは誰もが気軽に立ち寄れること
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ができる居場所として貢献できる、貴重な

施設になり得る図書館。図書館はこうある

べきという固定観念にとらわれずに、他の

図書館の先進事例などに常に関心を向け、

住民の潜在的ニーズや時代の流れを的確に

把握しながら、図書館の多様な役割を追求

するとともに、整備時期を明らかにし、立

地適正化計画関連の補助金等を活用した上

で、積極的に整備を進めるべきである。 

今後、整備される美幌町図書館が、美幌

町のシンボルとなる新しい時代の図書館と

して整備されることを期待し、当委員会の

報告としたい。 

以上であります。 

○議長（戸澤義典） これから、委員長報

告に対する質疑を行います。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） それでは、２６ペー

ジの２点について。 

５点目に、民間委託による施設運営とい

うことで書かれておりますが、この件に関

して、委員会の中で指定管理制度などにつ

いて議論をなされたのかどうか、もしされ

ていればその内容です。 

それと、全体的に視察したところは、複

合機能を持った図書館が多いのですが、そ

の複合機能の必要性についても議論されて

いましたら、その内容についてお伺いいた

したいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） ありがとうございま

す。 

まず、この視察といいますか、調査に対

して一番重要視したことは、私たちの委員

会が持つコンセプトとして、図書館を含め

た複合施設という場所を重点的に、いろい

ろな視察先を探して、選んで訪問した、視

察先に決めたというのが、そもそもの話で

あります。 

図書館単独での運営管理というのは、今

の時代にはそぐわないといいますか、町民

ニーズには合わないのではないかという議

論の下、複合施設の機能を持っている図書

館というものを選んだというのが、大きな

一つであります。 

それで今、最初の御質問にありました指

定管理制度。 

これにつきましては、５点目で書いたと

ころではあるのですが、主に、京都国際マ

ンガミュージアムと大阪のこども本の森中

之島、ここの二つがいわゆる指定管理制度

で運営されているという話であります。 

すみません、細かい運営、金銭面といい

ますか、それについては今、持ち合わせが

ないのですが、そのようなことで運営して

いるのは間違いございません。 

我々も、ここに示したとおり、任せるも

のは任せて、行政との仕組みをきちんと精

査して、新たな図書館運営に臨んでほしい

という思いで、明記した次第であります。 

○議長（戸澤義典） ６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 中身は分かりまし

た。 

議論の中で指定管理制度が、例えば、美

幌町の新しい施設の中でも、このような管

理運営方式が必要かどうという議論がされ

たかのかということ。 

それと、複合機能について、今、委員長

から報告があって、いろいろな機能がある

なと分かりましたけれども、それでは具体

的に、視察を参考にしながら、美幌町図書

館の中にこのような機能を併せ持ったほう

がいいのではないかとか、もしそのような

議論の経過がありましたら、お知らせいた

だきたいと思います。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 美幌町の図書館運営

における指定管理制度の中身云々について

は、詳しい話としてそこまでの議論にはな

らなかった。 

ただ、そのような運営方式が望ましいよ

ねという程度であったかと思います。終わ

った後に改めて確認して、もしもっと深い
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ものがありましたら、また報告させていた

だこうと思います。 

複合機能に関しては、いわゆるここにあ

ります居場所づくりということ。 

特に、子供や大人がただ本を読む場だけ

のところというよりも学ぶ場ですとか、普

通に声を上げてしゃべれる場だとか、その

ようなコミュニティーを捉まえる場だと

か、そのような人の集まる場所、コミュニ

ティースペースとしての図書館、図書館機

能のある場所という意味でしょうか、我々

はそのように考えております。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

１２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩） 二つほど。 

今、上杉議員の回答の中にも管理費の関

係がありましたけれど、今、美幌町の図書

館も、令和６年度予算では、修繕費等を入

れて約１億円の予算を計上しています。 

人件費ということで、先ほど外部委託だ

とか、いろいろな形で可能でないかとなる

と、美幌町の予算が相当増えるのかなと。 

この運営についての中で、特に、委員会

報告の中でもしっかりされてるなと思った

のですが、どうしても聞きたいのは、仕事

の場としてとある部分は、サテライトだと

か、コワーキングだとか、そのようなもの

を含むのか。現在、ＫＩＴＥＮがあります

ので、そこまで必要なのか。 

それと、出てきていない中で、僕は個人

的に、今まで美幌町の図書館には、生徒た

ちの学習スペースも若干ありまして、そこ

で中学生たちが勉強していたと。 

それに対して、今しゃきっとプラザのほ

うに移ったりしている人方がいて、子供た

ちの中では、学校を離れて勉強する場が図

書館だったということをよく聞いていまし

た。 

今回、図書館については、そのようなス

ペースはしっかり確保すべきだとか、今言

った仕事の場、あとは、学習スペースにつ

いて、ほかに見てきたところで、ここはす

ごくよかったよだとか、ここは特筆すべき

だというものがありましたら、ぜひお願い

したいなと。 

ですから、二つです。 

大きな図書館を造った場合に、管理費も

含めた分をどのように見てきたのか。それ

と、今の学習スペースについて、特筆する

ところがあればお聞かせください。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） まず、管理費等々の

考えでありますが、我々もこのような機能

を盛り込んだ図書館、複合施設が必要であ

るという考えはもちろん、このように発表

したところでありますけれども、どのぐら

いの規模で、どのぐらいのものを入れ込ん

で造る施設ということまでは踏み込んでい

ません。 

施設の規模、場所等について、そこまで

踏み込んでいないので、申し訳ないです

が、管理費等々については答えにくいとい

いますか、まだ考えも及んでいないという

のが現状であります。 

ですから、そこで働く人の数だとか、そ

れは、複合施設を希望すれば、図書館のほ

かにカフェだとか、例えば、いろいろなコ

ミュニティースペースの管理だとか、その

ようなものには人が当たるのだろうなとい

う思いはありますが、いわゆる管理費等に

ついての言及はされていなかったというの

が、委員会の中での話であります。 

あと、子供たちの居場所といいますか、

学習スペースですが、しゃきプラだとか町

民会館なども子供さんたちが勉強する場と

して、いわゆるＷｉ－Ｆｉが通じるところ

という意味で、子供が集まっていると私も

聞いております。 

ですから、しゃきプラの三階にも子供が

いっぱい来ていたりだとか、今、町民会館

の二階も開放されていますけれども、その

ようなことも含めて、図書館というのは、

学びの場の一つを担っている場所だと思い
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ますので、もちろんそのようなスペースは

必要だと思っていますし、あるべきものと

理解しています。 

○議長（戸澤義典） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩） 僕もそう思ので

す。 

ですから、今回行った先で、このような

施設の中でこのような場所があって、美幌

町の図書館を造るときにはこのような機能

が必要だとか、これは要らないけれど、最

低限コミュニティーだとかを取れる場所に

ついては、やはり建設費総体は置いておい

ても、機能的に美幌町には必要だというと

ころがどこかあれば、お願いしたいという

話です。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 視察先の場所は、そ

れぞれ特徴があって本当にすばらしい施設

で、もう一度、お邪魔したいなと思うとこ

ろがたくさんございました。 

特に、貸出機能がないだとか、そのよう

な場面は、京都国際マンガミュージアムだ

とか、大阪の本の森にはあったのですが、

子供たちの学びの場だとかが設置してあっ

たのは、三宅町のＭｉｉＭＯだとか。 

あそこは、学童保育の場であったり、い

わゆる子供食堂のキッチンだとか、町の規

模もあまり大きくはなく、美幌町前後ぐら

いの町なので、その意味では、そのような

複合施設は機能しているのだろうなと思い

ました。 

あと、津別町もその辺はしっかり確保さ

れていて、広い、開放的な空間の中で運営

されているというところでは、津別町の図

書館もいい環境の場所だなとは思っており

ます。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑ありませ

んか。 

１３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 何点かあります。 

一つ一つよろしいでしょうか。議長。 

○議長（戸澤義典） はい、いいですよ。 

○１３番（大原 昇） ３点も４点もある

ものですから、一遍にやると……。 

それでは、まず一つ目、２５ページから

２６ページにかけてです。 

２５ページの１点目と２点目の中で、テ

ーマに合わせた独自性のある配架をどうの

こうの、更新し新しい発見の場ということ

も言っていますけれども、この２点目で、

本を楽しめるような空間の図書館、これ

は、具体的にどのようなイメージなのか。 

ちょっと分からないので、まずこの一つ

だけ教えていただきたい。 

○議長（戸澤義典） 大原議員、最初に、

質問項目の四つを全部挙げてもらいたいで

す。 

○１３番（大原 昇） はい。 

それと、３点目の中で、複合施設の内容

の議論。 

今、上杉議員も言いましたけれども、ど

うしてもどのようなものなのか、イメージ

が湧かないのですよ。松浦さんも言いまし

たけれど。 

その中で、話が出たかどうか分かりませ

んけれども、道の駅だとか、学習の場だと

か、あるいは憩いの場、委員会報告で憩い

の場みたいなものがありましたよ。でも、

そのようなものがどこまで出てきたのか分

からない。その辺の話をもう一度、詳しく

教えていただきたいと思います。 

それと５点目、４点目と重なるのですけ

れども民間委託。 

これも上杉さんの話の中で、民間委託を

したほうがいいという話でした。議論をし

ないけれどもと、委員長が言ったのです

よ。委員会の中で議論をしていなかったけ

れども、この結論に達したと。 

失礼ですけれども、これはあまりにも中

身のない報告かなと。 

この中で、仮に、民間委託をしたとしま

す。委員会の中でのお話を聞きたいのです

けれども、これをやった時点で、今、図書
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館の検討委員会がありますよね。この専門

団体はどうするのか。そのまま継続して、

そのような方たちにもお話ができるのかど

うか、そのような話もしたのか。 

その人たちは、町民の声を上げていくわ

けですよ。そうすると、委託することによ

って、どこで町民の声を反映するのかをお

聞きしたいのですけれど。 

○議長（戸澤義典） 大きくは３点という

ことでいいですか。 

○１３番（大原 昇） はい、まとめまし

たので。 

○議長（戸澤義典） まずは、１点目の新

しい発見の場、空間づくりについて。 

７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 質問ありがとうござ

います。 

言葉足らずの面がありましたら、再度お

尋ねいただければと思っています。 

独自のテーマという部分では、ここでど

こまで具体的なものを出せるのか、出して

いいのかというのももちろんあったのです

が、テーマとしては、例えば図書館の一般

的な配架について。 

要は、置き方としていろいろな分類、文

学だとか、医療だとか、介護だとかあると

思うのですけれども、それはそれでもちろ

ん大事なことではあるのですが、例えば、

何というのでしょうか、新しい商売を始め

たい、例えばラーメン屋を始めたいという

人がいて、それを調べに行ったとします。 

そのときに、ラーメン屋という本を探し

てくるだとか、また、土地の借用の仕方と

いう本を借りるだとか、いろんな借り方が

あると思うのですけれども、いわゆるパソ

コンで検索するような感覚で配架をしてい

るところがあったのです。 

ですから、例えばラーメン屋など商売を

する、起業するとなれば、どの業種を起業

するのか、その中にラーメン屋さんがあっ

たとしたら、では、どのような店舗で、ど

のようなコンセプトでラーメン屋を開いた

らいいだとか、場所はどのぐらいの建坪

で、どのぐらいの売上げを見込むだとか、

そのようなものが調べられる連綿につなが

って、調べられる場所があるのです。これ

は札幌ですけれど。 

さらに言うと、札幌はずば抜けていると

ころでありますが、例えば、そこで行政書

士の先生を紹介して、さらに細かく展開で

きる、商売に結びつけて展開していくとい

うことが教えてもらえるだとか、そのよう

な展開ができる場所もある。そこまではレ

ベルが高いかもしれませんけれども、まず

は本の置き方。 

いろいろな興味をさらに深掘りしていけ

るような本の置き方を、貸している場所、

例えば大阪のこどもの本の森だとか。 

それこそ、英語の本もあったりして、子

供さんの場合は英語も日本語も関係ないと

いうことで、英語の宇宙の本だとか、動物

の本だとか、そのようなものからまた親が

読み聞かせも含めていろいろ展開していく

というものがありました。 

空間としては本当に広い空間が、いろい

ろなところを見ましたけれど、スペースと

しては本当に広く、囲まれていない。 

もちろん、学習するスペースは細かく仕

切りはあるのかもしれませんけれども、通

常、本を読んだり新聞を開けたりというと

ころは、本当に広く、伸び伸びとした、

広々とした、そのような場所が非常に多か

ったということがあります。 

独自テーマということで、今の配架の問

題もあったり、これは、美幌町の図書館も

やっていることではあるのですが、定期的

にテーマを、例えば、今月はおいしい正月

の料理を食べようだとか、それを展開する

コーナー――もちろん美幌町もやっていま

すけれど、それを深掘りしたり、いろいろ

な展開をしている図書館もあったりとか、

そのように図書館が単なる本を読む場所で

はなくて、それこそ学びの知識をより広げ

られる、そのような場所として展開してい
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る図書館がいっぱいあったと、見てきた話

であります。 

○議長（戸澤義典） まず、１点目から。 

１点目はよろしいですか。（大原議員か

ら「はい」と発言あり） 

では、複合施設についてお願いします。 

○７番（稲垣淳一） 複合施設のイメージ

ということでしたか。（「はい」と発言す

る者あり）ここの最後に挙げていますけれ

ども、我々は「まちなかに複合施設として

整備することが望ましい」と。 

いろいろな場所の選定はあったのです

が、やはりどこの場所でどのようなものを

建てるか、あったらいいかというのは、議

論が多くあったところではあります。 

次回の話になるのであまり多くは語れま

せんけれども、それこそ学校が義務教育学

校としたときに、廃校が出てくると。その

ときに、もちろん廃校の利活用も十二分に

検討しなければいけないというものもあり

ました。 

ただ、いろいろな考えの中で、いろいろ

なコミュニティーを考える、いろいろな人

が集まる場所という意味で、またその情報

発信だとか、そのようなことを考えたとき

に、場所としてはまちなか整備……。 

最後にも載せましたけれど、立地適正化

計画関連で、いわゆるコンパクトシティー

という今の町の取組も考えた中で、私たち

は、まちなかでの居場所づくり、複合施設

を提案したらいいのではないかということ

で、今回出した話であります。 

○議長（戸澤義典） １３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 今、図らずしも、

私が次に聞こうと思っていた複合施設の中

で廃校。これから統廃合されて、どこの学

校が空くのかは分かりません。今、教育委

員会が一生懸命にやっていますけれどね。 

それと、経済部所管の道の駅。 

今、経済界あるいは町民から、道の駅を

造ってはどうだという話も出てきていま

す。そのような話も……。 

今、統廃合の話、学校利活用は、委員会

の中で出たという話は聞きました。あと、

その道の駅に関係しての複合図書館という

お話は出たのでしょうか。 

道の駅、それと委員会で言っていたカフ

ェだとか、あと学習の集いの場所だとか、

いろいろ提案してきましたよね。大きい広

場をつくるだとか、それらを含めて、特に

道の駅も含めたお話は出てきたのでしょう

かという話です。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） まず最初に、道の駅

を含めた複合施設ということに対しては、

はい、それも十分に含まれた話は出ており

ます。 

すみません、もう一度言いますけれど、

廃校の利用等につきましては、もちろん図

書館の利用もいかがかという議論は出たの

ですが、結論から申しますと、それについ

ては次回、３月定例会の後に再度、報告が

ありますけれども、廃校の使い道について

は、図書館や道の駅だとかとは、また違う

アプローチが考えられるのではないかとい

う話で、あえて分けました。 

確かに、いろいろな議論にはなったので

すが、廃校についてまた違うアプローチで

の展開を考えようということで、３月にま

た委員会報告があります。 

ということで、よろしいでしょうか。 

後で委員会メンバーから怒られるかもし

れませんが、民間委託に関しての深掘りが

あまりできていないことを挙げたというこ

とに対しては、申し訳なく思っているとこ

ろであります。 

ただ、民間委託の関係についての話は、

私の中で今きちんと答えられるためには抜

けているところもありますので、後ほどの

回答でもよろしいでしょうか。（「いらな

い」と発言する者あり）申し訳ありませ

ん。 

いや、後ほどというのは、休憩を挟んで

もう一度説明したいという……。 
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申し訳ありません。 

あと、町の検討委員会の人たちに対して

どのようにするのだという話だったかと思

うのですが、今現在、図書館の検討委員会

は休止中というか、場所の選定もまだ決ま

っていないので、休止中だという話を聞い

ております。 

ですから、ここにも書きましたけれど

も、私たちは、図書館の場所がどうのこう

のも含めていろいろな議論がある中で、常

にいろいろな情報が入ってきますので、検

討委員会に関しては、休むことなくしっか

りと定期的に運営をしていただきたいと。 

そこで、我々としても、いろいろな提

案・提言ができればと思っている次第であ

ります。 

○議長（戸澤義典） １３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 私がちょっと勘違

いしていたのかもしれません。 

図書館の中に、このような図書が多いと

充実する……。何かありますよね、図書

は、このようなものを置いたり、このよう

なものはいらない、このようなものをどう

のこうのとか。図書自体に対しての、委員

会の中で何かなかったですか。 

図書館の中で立地だとか、僕は、そちら

のほうイメージで言っていたのですけれ

ど、今の委員長のお話の中では、検討委員

会は、立地だとか、そのようないろいろな

ことでやっているとあったものですから、

それで今、検討委員会は休止していると。 

ですから、僕はちょっと勘違いしていた

のですけれども、図書館のよしあしを決め

るだとか、いろいろな中で何かあったよう

な……。ずっと残っているのです。今、思

い出せないのですよ。 

なかったらないでいいのですけれども、

もしそのような部分、委員会の中で話をし

たのであれば、その人たちに今提案した外

部委託の中でどのような取扱い……。 

なかったらないでいいのです。外部委託

したことによって、図書の選定の仕方だと

か、よしあしの判断だとかをどのように―

―全部この外部委託の方に任せるのかどう

か、お聞きしたい。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 今の大原議員の御質

問の答えとしては、本の選定だとかそのよ

うなものは、全て司書さんがいろいろとや

っていらっしゃる部分なので、いろいろな

方の協議はあるかもしれませんけれども、

基本、司書の方がいろいろな選定だとか、

そのようなものを考えてやっていらっしゃ

ると、私は理解しています。 

そこが外部委託とどうリンクするか、そ

れは、また後々の話、決まった後の話にな

ろうかと思っています。 

○議長（戸澤義典） １３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） そこなのですよ。 

委員会では、外部委託をしたほうがいい

という結論でやっているわけですよ。そう

すると、今いる人たちの図書の選定だと

か、非常に大事だと思っているのですよ。 

これが民間委託となると、今教えてくれ

た司書の方たちが、どのような立場になる

だとか、例えば、そこで受入れてくれだと

か、私は、そこまでの議論をしていただき

たかった。 

先ほどそこまでしていないと言ったか

ら、これ以上はもう言えないのですけれど

も、結論の仕方が早かったかなと思うだけ

の話なのですよ。 

以上であります。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） もう一度、このよう

な方法もあるよねという一つの提案である

ということで、まず御理解いただきたいと

いうことと、これは絶対にやるといいとい

うもの――やるといいといいますか、よく

運営している場所もあるよという話をさせ

てもらいました。 

それで、大原さんの懸念されるところ

は、実際にもし民間委託といいますか、そ

こで導入された場合、そのときのいろいろ
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な細かい話。 

さらに言えば、もう一度言いますけれ

ど、司書の方は、本を選定する第一、基本

の立場の方ですから、そこと民間の委託業

者がどう連携してやっていくかというの

は、私が今ここで申し上げるものではない

と思っています。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

１１番大江道男さん。 

○１１番（大江道男） 今、美幌町では、

新しい図書館建設をめぐって、いろいろな

お考えがある中で、今回の議会側の専門委

員会として、先進地を視察されたと。 

多分、私も含めて、行政の側からすれ

ば、何でここを視察先として選ばれたのだ

ろうという根本的な疑問があるのではない

か。 

例えば、京都では、大学と一緒になって

費用半々で建てたよ、いいことだよねと。

だけど、我が町では、そうはならない。あ

るいは、高名な建築家の寄贈によって図書

館が造られ、その紹介が行われている。 

では、我が町にとってみれば、手に届く

ものであれば、大いに参考にしたいと思う

のですけれど、対象としては、ほとんどな

いなと。これを紹介されるということにな

れば、今現在進行形のものとは、全然関係

がないと、そのような思いで報告を聞かざ

るを得ないのですよね。 

ここを選ばれた仕組みの中に非常に大事

なものがあって、これは美幌も考えなけれ

ばいけないよという意味のものが、私はま

だ読み取れていないからお聞きするのです

けれど。 

いや、的を絞って先進地を見ても、そう

は簡単にいかないので、見ることは見るけ

れど、ほとんど地元に報告してもしようが

ないなというものについては、紙面を割愛

したりして行く場合も出てくるのですが。 

今回、このように紹介されたという基本

的な意味を聞かせていただければいいなと

いうことで質問いたしました。 

○議長（戸澤義典） ７番稲垣淳一さん。 

○７番（稲垣淳一） 視察先の選定につい

ては、美幌町と同規模程度の自治体を回っ

て、そこにある施設だとか、考え方を学ん

できて、我が町にどう反映させるか、落と

し込むかというものが、視察の選定先の話

というのは、十分理解しているところであ

ります。 

今回、冒頭申しましたように、図書館と

の複合施設で運営している場所というとこ

ろをまず検討して、ピックアップさせてい

ただきました。 

そこで、まさしく今、何十億円という規

模で、京都国際マンガミュージアムがあっ

たり、また今、大江さんがおっしゃる高名

な建築家の施設というものがありました

が、我々としては、そのようなところを見

てそこを選んだというよりも、あくまでも

図書館といろいろな施設が複合して運営さ

れているというコンセプトを学びに行った

という話であります。 

ですから、規模がでかいから理由にはな

らないということは――そのような選定は

置いておいて、そこでどのような運営をさ

れているのか、図書館とどのようなものが

くっついて、複合施設として運営されてい

るのかというところを、私たちは視察に行

って学ぼうということで行った場所であり

ます。 

今、御指摘いただいたように、お金の話

だとか、規模がそぐわないよという話は、

反省として考えるところもなくはないので

すが、やはりこれだけの規模であっても、

我々としてはコンセプトを学んで、それを

しっかりと、この美幌町の規模でも反映さ

せることができるのではないかという思い

で選定して、学んで、視察報告とさせてい

ただいていると御理解いただければ幸いで

あります。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

以上で、経済教育常任委員会事務調査結

果報告を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１３時１５分とします。 

午後０時００分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後１時１５分 再開 

○議長（戸澤義典） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 同意第３号 

○議長（戸澤義典） 日程第５ 同意第３

号美幌町固定資産評価審査委員会委員の選

任についてを議題とします。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（平野浩司） 議案の２８ページを

お開きいただきたいと存じます。 

同意第３号美幌町固定資産評価審査委員

会委員の選任について御説明申し上げま

す。 

本町固定資産評価審査委員会委員、菅原

雅之氏は、令和６年１２月２４日をもって

任期満了となるので、次の者を選任いたし

たく、地方税法第４２３条第３項の規定に

より、議会の同意を求めるものでありま

す。 

氏名、菅原雅之氏。 

住所、生年月日につきましては、議案に

記載のとおりでございます。 

以上、御説明いたしました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、同意第３号美幌町固定資産評

価審査委員会委員の選任についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、同意することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本件は同意することに決定

しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 議案第６５号 

○議長（戸澤義典） 日程第６ 議案第 

６５号美幌町議会議員の議員報酬及び費用

弁償等に関する条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書２９ペー

ジになります。 

議案第６５号美幌町議会議員の議員報酬

及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例制定について御説明を申し上げま

す。 

美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例を次

のように制定しようとする。 

記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料２ページ

をお開きください。 

資料１、議案第６５号関係。 

美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例制定

について。 

改正目的でございますが、令和６年度の

人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定

に準じまして、美幌町議会議員の期末手当

の支給割合を変更しようとするものであり

ます。 

改正内容でありますが、期末手当の年間

支給割合を３.４月分から３.５月分へ、 

０.１月分を引上げいたします。 

令和６年度は、６月の期末手当を支給済

みですので、１２月の期末手当を０.１月分
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引き上げることとし、令和７年度以降につ

いては、６月及び１２月の期末手当をそれ

ぞれ０.０５月分引上げいたします。 

なお、参考資料３ページに条例の新旧対

照表を掲載しておりますので、御参照いた

だければと思います。 

施行日は、記載のとおりであります。 

以上、議案第６５号について御説明を申

し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第６５号美幌町議会議員

の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 議案第６６号 

○議長（戸澤義典） 日程第７ 議案第 

６６号美幌町長等の給与等に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題と

します。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書３１ペー

ジになります。 

議案第６６号美幌町長等の給与等に関す

る条例の一部を改正する条例制定について

御説明を申し上げます。 

美幌町長等の給与等に関する条例の一部

を改正する条例を次のように制定しようと

する。 

記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料４ページ

をお開き願います。 

資料２、議案第６６号関係。 

美幌町長等の給与等に関する条例の一部

を改正する条例制定について。 

改正目的でございますが、議案第６５号

と同様、令和６年度の人事院勧告に基づく

国家公務員の給与改定に準じまして、町

長、副町長、教育長の期末手当の支給割合

を変更しようとするものであります。 

改正内容でありますが、期末手当の年間

支給割合を４.５月分から４.６月分へ０.１

月分引上げいたします。 

令和６年度は、６月の期末手当を支給済

みですので、１２月の期末手当を０.１月分

引き上げることとし、令和７年度以降につ

いては、６月及び１２月の期末手当をそれ

ぞれ０.０５月分引上げいたします。 

なお、参考資料５ページに条例の新旧対

照表を掲載しておりますので、御参照いた

だければと思います。 

施行日は、記載のとおりでございます。 

以上、議案第６６号について御説明を申

し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第６６号美幌町長等の給

与等に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 
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◎日程第８ 議案第６７号 

○議長（戸澤義典） 日程第８ 議案第 

６７号美幌町職員の給与に関する条例等の

一部を改正する条例制定についてを議題と

します。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書３２ペー

ジになります。 

議案第６７号美幌町職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例制定について

御説明を申し上げます。 

美幌町職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例を次のように制定しようと

する。 

記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料６ページ

をお開き願います。 

資料３、議案第６７号関係。 

美幌町職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例制定について。 

改正目的でございますが、令和６年度の

人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定

に準じまして、職員等の給料、期末手当及

び勤勉手当の改正を行おうとするものであ

ります。 

改正内容でありますが、本年の給与勧告

のポイントとしては、民間給与の状況を反

映して、約３０年ぶりとなる高水準のベー

スアップとなります。 

１点目として、美幌町職員の給与に関す

る条例の改正です。 

一般職の給料について、初任給をはじめ

若年層に重点を置き、そこから改定率を逓

減する形で、給料表の水準を引上げいたし

ます。 

具体的には、大卒に係る初任給を２万 

３,８００円、高卒に係る初任給を２万 

１,４００円引上げ、平均改定率は３.３％

となります。 

また、一般職の期末手当及び勤勉手当の

年間支給割合を４.５月分から４.６月分へ

０.１月分引上げ、引上げ分については、期

末手当及び勤勉手当の支給月数へと反映い

たします。 

令和６年度は、６月の期末・勤勉手当を

支給済みですので、１２月の期末・勤勉手

当をそれぞれ０.０５月分引き上げることと

し、令和７年度以降については、６月及び

１２月の期末勤勉手当をそれぞれ０.０２５

月分引上げいたします。 

次に、扶養手当については、配偶者の働

き方に中立な制度に向かう社会状況の変化

に対応するため、２年間で段階的に配偶者

に係る手当を廃止し、子に係る手当を充実

いたします。 

次に、参考資料７ページになります。 

通勤手当については、普通交通機関等に

係る通勤手当支給限度額を引上げいたしま

す。 

次に、管理職員特別勤務手当について

は、平日深夜勤務に係る支給時間帯を、午

前０時からを午後１０時からに拡大するも

のです。 

次に、給料の最低水準の引上げについて

は、若手・中堅者の早期昇格時や民間人材

等の採用時の給与を改善するため、初号付

近の号俸をカットして、各級の初号の額を

引き上げるものです。 

次に、級別基準職務表の改正について

は、今後、新たに採用を予定する言語聴覚

士を職種に加えるものです。 

次に、再任用職員の給料については、行

政職給料表（１）との均衡を基本に改定す

るほか、期末・勤勉手当の年間支給割合を

２.３５月分から２.４月分へ０.０５月分引

上げ、引上げ分については、期末手当及び

勤勉手当の支給月数へと反映いたします。 

６月の期末・勤勉手当が支給済みのた

め、１２月の期末・勤勉手当をそれぞれ 

０.０２５月分引き上げることとし、令和７

年度以降については、６月及び１２月の期

末・勤勉手当をそれぞれ０.０１２５月分引

上げいたします。 
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また、再任用職員に住居手当が支給でき

るよう改定いたします。 

次に、参考資料８ページになります。 

２点目といたしまして、美幌町一般職の

任期付職員の採用及び給与の特例に関する

条例の改正です。 

給料表の改定のほか、期末手当の年間支

給割合を３.４月分から期末・勤勉手当が支

給できるものとし、合計で３.４５月分へ

０.０５月分引上げいたします。 

令和６年度は、６月の期末手当を支給済

みなので、１２月の期末手当を０.０５月分

引き上げることとし、令和７年度以降につ

いては、６月及び１２月の期末・勤勉手当

をそれぞれ表に記載のとおり引上げいたし

ます。 

３点目といたしまして、美幌町会計年度

任用職員の給与等に関する条例の改正で

す。 

給料表を職員に準じ引上げ改定するほ

か、期末手当及び勤勉手当についても、職

員と同率での改定を行います。 

なお、適用日についても、職員と同様に

今回から遡及適用といたします。 

４点目として、美幌町職員の寒冷地手当

に関する条例の改正については、民間の支

給状況を踏まえ、支給月数を引上げ改定す

るものです。 

条例の施行日は、参考資料に記載のとお

りです。 

なお、参考資料９から１１ページに今回

の人事院勧告の概要を、１２ページ以降に

条例の新旧対照表を掲載しておりますの

で、御参照いただければと思います。 

以上、議案第６７号につきまして御説明

を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） ２点、質問いたした

いと思います。 

まず、参考資料にあります７ページの

（７）に、国保病院で今後新たに採用を予

定する言語聴覚士を職種に加えるというこ

とで、これは、医療職給料表の何号の適用

になるのか。 

それと、言語聴覚士が病院の中で、いわ

ゆる患者さんだけの対応なのか、それとも

町立病院として、地域に言語障がいを持つ

方への対応ということで活動する予定がさ

れているのか、その辺の状況が分かりまし

たらお願いしたいと思います。 

次に、参考資料の８ページ目に、今回、

会計年度任用職員の給与月額、それから期

末・勤勉手当等が改正されるということで

す。 

ここの表にございます職種ごとの改正前

と改正後で、年収がどの程度増えるのかに

ついて説明いただいて、議長にお取り計ら

いいただき、できれば資料としてここに追

加で配信をしていただくか何かしていただ

ければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ただいま資料の件が

ありました。 

資料の件につきましては、要求するとい

うことで皆さんよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 資料は、後ほどお配

りしていただきたいと思います。 

言語聴覚士の件の答弁をお願いします。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 言語聴覚士の給

料表の適用につきましては、医療職給料表

（２）の適用となります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司） お答えいたし

ます。 

国保病院においては、言語聴覚士の採用

を予定しているということで、来春以降の

話になりますが、高齢の入院患者に対する

食事の飲み込みの訓練をいたしたいという
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のが、主たる内容でございます。 

そのほかにも、脳神経外科の先生に来て

いただいているということもありまして、

脳疾患による発語の関係ですとか、そのよ

うなものの対応ですとか、あと言語聴覚士

でございますので、病院の中だけではなく

て、一応、地域への還元も考えているとこ

ろでございます。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第６７号美幌町職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 議案第６８号 

○議長（戸澤義典） 日程第９ 議案第 

６８号美幌町税条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法） 議案書の 

７０ページになります。 

議案第６８号美幌町税条例の一部を改正

する条例制定について御説明を申し上げま

す。 

美幌町税条例の一部を改正する条例を次

のように制定しようとする。 

記以下につきましては、参考資料により

御説明申し上げますので、参考資料の６０

ページを御覧願います。 

資料４、議案第６８号関係。 

美幌町税条例の一部を改正する条例制定

について。 

改正目的でございますが、国民健康保険

の適正かつ安定的な運営を確保するため、

国民健康保険税の税率について改正を行お

うとするものでございます。 

改正内容でございますが、国民健康保険

税の令和７年度の税率につきまして、現行

税率に対し国民健康保険への加入者の所得

に応じて算出する所得割について、プラス

２.４％の１２.９％に、また、一世帯当た

りに定額でかかる平等割をプラス２,０００

円の４万４,０００円に、それぞれ引き上げ

る改正を行おうとするもので、加入者一人

につき定額でかかる均等割は据置きます。 

なお、介護分が対象外の方につきまして

は、所得割でプラス２％、平等割がプラス

８００円の引上げとなります。 

詳細の内訳等につきましては、記載のと

おりでございます。 

次に、今回の税率改正による影響額でご

ざいます。 

令和７年度当初における改正前と改正後

を比較した場合となりますが、課税増加額

が４,５４８万９,０００円、上昇率９.７％

で、これに収納率を反映させた実際の収入

増加額を４,４５７万９,０００円と見込ん

でございます。 

また、保険税法定軽減分に対する交付金

６０７万７,０００円と合わせまして、合計

で５,０６５万６,０００円の収入増加を見

込んでございます。 

平均では、一人当たり１万１,７２１円、

一世帯当たり１万８,１２３円の増となりま

すが、それぞれの加入者の所得状況、世帯

状況によって異なってまいります。 

そこで、下の表で、所得階層ごとに代表

的な世帯の状況をお示ししてございます。 

それぞれ１から７まで、年間の収入順で

記載してございます。 

一番左の１の階層は、全体の３０％を占

めてございますが、均等割と平等割のみか

かる法定軽減を受けている階層でございま



 

－ 150 － 

して、主に、７０代単身の年金収入者、年

金の実収入が１４５万円の場合ですと、年

間の差額は２００円となります。 

２と３につきましては、年金そして給与

収入者が多い階層となりますが、それぞれ

記載の構成では、差額は１万５,４００円と

４万９００円となり、ここまでで加入者全

体の７５％を占めている状況でございま

す。 

４から７で収入も上がってきますが、４

は、給与収入や営業所得、いわゆる個人事

業主が多く、５から７は、個人事業主と特

に農業者が多い状況でございまして、それ

ぞれ記載の構成により、差額は、４の５万

６,０００円から６の１５万５,２００円と

なります。 

なお、７につきましては、課税限度額と

なっている階層でございまして、全体の

８％となってございます。 

ここまでが、今回御提案いたします結果

の改正内容でございます。 

次に、この改正内容といたしました背景

などにつきまして、順次、御説明をいたし

ますので、次の６１ページを御覧願いま

す。 

まず、保険税率の決め方が変わってきて

おりますので、その内容につきまして御説

明いたします。 

平成３０年度の大きな改革として、国保

の財政運営が市町村単独から都道府県に移

行する、いわゆる都道府県単位化が実施さ

れました。 

都道府県単位化後においては、都道府県

が財政運営の中心的役割を担い、市町村

は、道が策定した運営方針に基づき、引き

続き保険税の賦課徴収などの事務事業を担

ってございます。 

保険税率の決め方として、まず、図の左

側、都道府県単位化前におきましては、そ

れぞれの市町村が、自分の市町村分の収納

必要額を算出の上、市町村が保険税率を決

定してございました。 

なお、本町におきましては、基金繰入れ

を行い、税率を低く抑えてきております。 

それが、平成３０年度の単位化後でござ

いますが、決定までの流れとしまして、今

度は、道が北海道全体に係る医療費を推計

し、定率国庫負担金収入を控除の上、北海

道全体で必要とする納付金額を算出しま

す。 

つまり、北海道全体での医療費支出に対

し国庫負担金を充てた後に、不足する財源

を納付金として各市町村に求めることで、

道が運営の中心的役割となって運営してい

くというものでございます。 

納付金につきましては、市町村ごとにそ

れぞれの所得水準や加入者数が加味され決

定、分配されますが、この納付金の額が保

険税として集める金額となります。 

あわせて、道では、市町村が納付金を納

めるための保険税が収納できる税率、それ

を標準保険税率と言いますが、毎年、市町

村ごとに算定、公表してございます。 

そして、市町村は、この道の示す標準保

険税率等を参考に税率を決定するというの

が、基本的な流れでございます。 

ただし、現在はこの仕組みですが、都道

府県単位化の基本的な考え方で、道内のど

こに住んでいても同じ給付を同じ保険料負

担水準で受けられることが望ましいといっ

たことから、運営方針におきまして、令和

１２年度に保険料水準の統一、統一保険料

化を目指すといったことが明記されてござ

います。 

このことにより、令和１２年度からは、

道が示した全市町村共通の税率、統一保険

料率により賦課することになり、市町村ご

とで独自に税率を決定することはありませ

ん。 

また、統一保険料率になりますので、令

和１２年度以降は、基金を使った独自の保

険税引下げはできません。 

それでは次に、現状と税率改正が必要と

なる背景などにつきまして御説明をさせて
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いただきますので、次の６２ページを御覧

願います。 

まず、国保加入者の特徴としましては、

特に近年では、団塊の世代の後期高齢者医

療保険への移行による国保加入者の著しい

減少と、近年の医療の高度化などによりま

す一人当たり医療費の増加など、国保を取

り巻く状況は依然、厳しいものとなってご

ざいます。 

このことから、加入者の減少幅と医療費

の減少幅は比例せず、結果、保険税の負担

割合税率は、必然的に増加傾向となる現状

でございます。 

本町の国保財政では、毎年収支不足が生

じており、保有している基金を取崩しなが

らの運営が続いてございますが、このこと

は、必要な保険税収入の一部を基金で補い

ながら、税率については、なるべく大きな

見直しを行わず据え置く中で、加入者の負

担軽減を図ってきたということでございま

す。 

しかしながら、これ以上、基金に頼る収

支不足の解消は、非常に難しい状況になっ

てきており、このままでは、将来の国保制

度の維持・運営に支障が出ることが予想さ

れてございます。 

このため、町民誰もが安心して医療の提

供を受けられる国保運営の維持のため、早

急な収支不足の解消が課題となってござい

ます。 

あわせて、令和１２年度からの統一保険

料化も見据え、持続可能な国保運営をして

いくため、税率の見直しを行おうとするも

のでございますが、見直しの基本的な考え

方としましては、加入者に急激な変化・負

担が生じないよう、なおも残る基金を投入

しながら、どの年度でどのような見直しを

行うことが、統一保険料化までの期間の中

で、トータルで、加入者の保険税負担を最

小限に抑えられるかを考え、段階的な見直

しを行うことが必要と考えてございます。 

次の６３ページを御覧願います。 

財政状況の現状と今後について御説明い

たします。 

まず、上の改正前ですが、改正をしなか

った場合にどうなるのかをシミュレーショ

ンしたものでございます。 

なお、分かりやすくするために、保険税

と基金が充てられていない、全て特定財源

などで賄われている科目の収支は除いてご

ざいます。 

まず、実績といたしましては、Ｃの行で

すが、毎年収支不足が生じてございまし

て、Ｄの行になりますが、その不足分につ

いて基金を繰入れして対応してございま

す。 

Ｅの行が基金残高でございますが、令和

３年度に２億４,４７４万９,０００円あっ

た残高が、令和５年で１億７,２２２万 

５,０００円に減っている状況でございま

す。 

令和６年度の列を御覧ください。 

本年度の見込み値となりますが、収支は

引き続き赤字となっておりまして、その不

足額６,８６２万５,０００円を基金からの

繰入れで補う見込みとなってございます。 

団塊の世代の方の後期高齢者医療への移

行が多い年度が続き、加入者数の減少が顕

著で、保険税収入の減少が影響してござい

ます。 

今後の将来推計となりますが、令和７年

度で保有基金の大部分を繰入れすることと

なり、残高が２,４７０万８,０００円とな

ることが見込まれてございます。 

その後も依然と収支不足が続き、令和８

年度では、収支不足７,７８０万９,０００

円に残る基金を繰入れしても、なお不足す

る額は、差引き約５,０００万円となるとこ

ろでございます。 

まずは、この不足額約５,０００万円を解

消するために、必要な税率設定について今

回、御提案させていただいているところで

ございます。 

そして、下の表が、令和７年度に税率改
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正を行った場合でございます。 

令和７年度で収入額が増加した結果、基

金残高は７,５３６万４,０００円まで回復

し、令和８年度における約５,０００万円の

収支不足への対応も可能な状況となりま

す。 

また、さらに基金を保有できる状況にも

なるところでございます。 

このように、令和７年度で見直す意味と

して、令和７年度で基金額を回復させるこ

とで、令和８年度以降における税率の引上

げ幅を極力抑え、結果、数年間のトータル

において、加入者の負担増加を最小限にし

ようとする考えからなるものでございま

す。 

ここで、基金について、今後の保有の考

え方を御説明したいと思いますが、資料の

左下にその考え方がございます。 

理論上、現在、道が示す標準保険税率に

より賦課徴収を行った場合には、納付金を

納めるために必要な保険収入の確保がなさ

れることになるため、基金で不足を補うこ

とはなくなります。 

よって、標準保険税率へ見直した場合、

そして、後の統一保険料となった場合に

は、基金保有の必要性は低いものとなりま

す。 

しかしながら、道の納付金算定時期と実

際の保険税の賦課時期の違いの影響などに

より、ぶれが生じてしまう場合がございま

す。 

このことから、このぶれを補填する財源

として、道では納付金額の５％、美幌町の

場合、約３,５００万円となりますが、この

額を保有するよう示されてございます。 

改正後において、令和９年度末での基金

残高が２４１万３,０００円となる見込みと

なってございます。 

今回は、段階的な見直しとして、まず

は、先ほど御説明しました令和８年度の収

支不足の解消にポイントを当てて、改正を

図るものでございます。 

しかしながら、このような基金保有の考

え方も併せ、今後さらなる税率の見直しに

ついての検討は、必要と考えてございま

す。 

次に、統一保険料化を見据えた中で、実

際に道から示されている税率なども含め御

説明申し上げますので、次の６４ページを

御覧願います。 

道では、あくまでも見込みとして、現時

点における統一保険料率、つまり、将来目

指すべき税率について公表してございま

す。 

そして、運営方針において、道内の市町

村は、毎年度示されている参考とする税

率、標準保険税率を参考としつつ、統一保

険料率を一定のゴールと捉え、見直しの検

討を進めることになっているところでござ

います。 

そのイメージを図で掲載してございます

が、現在、本町におきましては、まだ標準

保険税率には至ってございません。 

標準保険税率にすることで、基本基金の

繰入れは不要となりますが、まだ保有する

基金を繰入れし負担の抑制を図っている状

況でございます。 

資料右側の四角で囲った棒グラフは、令

和６年度改正前税率、つまり現行税率と現

在示されている標準保険税率の比較のグラ

フでございます。 

赤の標準保険税率に対し、緑の現行税率

が全て低く、特に所得割の差は大きい状況

となってございます。 

なお、標準保険税率につきましては、毎

年度、上昇していく見込みとなってござい

ます。 

今回の改正は、標準保険税率の乖離率が

高い所得割の増を軸に、被保険者一人当た

りが負担いただく均等割は、特に低所得者

層への影響を考慮し、今回の見直しでは据

置き、平等割の増にとどめることで、世帯

における増額の影響をできる限り抑えた内

容としたところでございます。 
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本町では、現在の財政状況から、統一保

険料化のありなしに関わらず、いずれにせ

よ、早い段階から徐々に税率の見直しは必

要な状況にございます。 

例えば、仮に、都道府県単位化が行われ

なかったとして、美幌町単独での運用を続

けるとした場合、令和１２年度では、道が

示す統一保険料率をさらに上回る税率設定

を行わないと、単独での運用はできない状

況になることが見込まれてございます。 

将来的な加入者の負担及び財政運営の安

定化を考えますと、都道府県単位化、そし

て統一保険料化は、本町においては有利な

制度であると言えます。 

次の６５ページを御覧願います。 

最後に、参考としてではありますが、段

階的な見直しのイメージでございます。 

イメージの例として、このＡとＢの段階

的見直しの最小幅と最大幅のラインの範囲

において、毎年、納付金などの状況を勘案

の上、検討、見直しをしていく考えでござ

います。 

いずれにしましても、加入者の皆様にと

って急激な負担上昇とならないよう、統一

保険料化までの期間において、トータルで

保険税負担を最小限に抑えられるような税

率設定を第一に考えてございます。 

以上、改正内容と改正に係る背景などに

ついて御説明申し上げました。 

なお、参考資料６６ページから７２ペー

ジに新旧対照表を添付してございますの

で、御参照いただければと思います。 

根拠法令は地方税法。 

施行日は、令和７年４月１日でございま

す。 

以上、議案第６８号について御説明申し

上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第６８号美幌町税条例の

一部を改正する条例制定についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 議案第６９号 

○議長（戸澤義典） 日程第１０ 議案第

６９号美幌町営住宅管理条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 議案の７２ペー

ジをお開き願います。 

議案第６９号美幌町営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定について御説明申し

上げます。 

美幌町営住宅管理条例の一部を改正する

条例を次のとおり制定しようとする。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の７３ページ

をお開き願います。 

資料５、議案第６９号関係。 

条例名は、省略させていただきます。 

改正の目的でありますが、平成１６年度

に当初契約した借上げ公営住宅３棟２４戸

について、２０年間の契約期間満了後に再

借上げを実施するに当たり、駐車場の使用

料の改正が必要なため、条例の一部を改正

するものであります。 

改正内容でありますが、別表第１に定め

る借上げ公営住宅駐車場の月額使用料につ

いて、基準地の土地公示価格の改正に伴

い、以下に記載のとおり、減額し改正する

ものでございます。 

新旧対照表については、７４ページを御
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参照願います。 

施行日は令和６年１２月１７日で、ただ

し、第２条は令和７年１月２８日でござい

ます。 

以上、御説明申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第６９号美幌町営住宅管

理条例の一部を改正する条例制定について

を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

○議長（戸澤義典） 暫時休憩します。 

再開は１４時５分とします。 

午後１時５４分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後２時 ５分 再開 

○議長（戸澤義典） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第７０号 

○議長（戸澤義典） 日程第１１ 議案第

７０号令和６年度美幌町一般会計補正予算

（第６号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書７３ペー

ジになります。 

議案第７０号令和６年度美幌町一般会計

補正予算（第６号）について御説明を申し

上げます。 

令和６年度美幌町の一般会計補正予算

（第６号）は、次に定めるところによる。 

今回の補正は、子ども医療費の増加見込

みによる医療費扶助の追加をはじめ、畑地

化促進事業の実施に伴う農林水産省の間接

補助金の追加をするほか、人事院勧告に基

づく給与改定に係る人件費の整理などを行

うものであります。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ２,３７３万１,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１３９億８,５２０万３,０００円とす

る。 

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

債務負担行為の補正。 

第２条、債務負担行為の変更は、第２

表、債務負担行為補正により御説明いたし

ます。 

地方債の補正。 

第３条、地方債の変更は、第３表、地方

債補正により御説明いたします。 

それでは、債務負担行為補正から御説明

いたしますので、議案書７８ページをお開

き願います。 

第２表、債務負担行為補正でございま

す。 

議案第６９号で御説明のとおり、平成 

１６年度に契約した借上げ公営住宅３団地

の契約期間２０年が満了するため、再借上

げに係る債務負担行為を設定していました

が、近傍同種家賃を算定する際に用いる国

が示す建築物価の変動率が変更し、借上料

が増額となることから、限度額を２億 

３,５２６万円から２億４,３１９万４,０００ 

円に変更いたします。 

次に、議案書７９ページをお開きくださ

い。 

第３表、地方債補正でございます。 

１段目の東陽小学校体育館照明ＬＥＤ化

事業から３段目の美幌中学校体育館照明Ｌ

ＥＤ化事業は、事業費の確定に伴う予算の

整理で、それぞれ補正後の限度額欄に記載
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のとおり減額となります。 

脱炭素化推進事業債の借入れを予定して

おり、充当率は９０％、交付税措置は 

５０％であります。 

以上のとおり、地方債の限度額を補正前

の１０億８６５万２,０００円から補正後の

１０億８３５万２,０００円といたします。 

続いて、歳出について御説明いたします

ので、９０、９１ページをお開き願いま

す。 

３、歳出になります。 

増額補正を中心に御説明させていただき

ます。 

２款総務費、１項、５目企画費、２４節

積立金２０万８,０００円は、ふるさとづく

り基金に係る預入利率の増による積立金利

子の増額です。 

なお、参考資料７５ページ、資料６に、

各基金の年度末予定残高を掲載しておりま

すので、後ほど御確認をいただければと思

います。 

９２、９３ページをお開きください。 

３款民生費、１項、１目社会福祉総務

費、１、社会福祉推進事業費の増、積立金

３４万３,０００円は、１０月５日、社会福

祉法人恵和福祉会主催のチャリティーゴル

フコンペ並びに親睦会の参加者一同様か

ら、社会福祉のために役立ててほしいと 

１０万９,５００円の御寄附を、また、１０

月１３日、アートトラック神威、代表、前

田利幸様から、交通遺児支援や社会福祉の

ために役立ててほしいと１０万円の御寄附

を、また、１０月２９日、元町在住の大井

静子様から、社会福祉に役立ててほしいと

３万円の御寄附がございましたので、それ

ぞれ福祉基金に積み立てるほか、預金利率

の増による積立金利子の増額となります。 

その下、３、国民健康保険特別会計負担

事業費の減、１６８万７,０００円の減額

と、その下の３目高齢者福祉費、７、後期

高齢者医療特別会計負担事業費の減、 

８７０万５,０００円の減額及び９４、９５

ページになります。 

８、介護保険特別会計負担事業費の増、

２７１万５,０００円につきましては、給与

改定及び会計間異動に伴う人件費の補正等

による特別会計繰出金の予算の整理になり

ます。 

４款衛生費、１項、１目保健衛生総務

費、２、子ども医療費助成事業費の増、扶

助費、子ども医療費扶助７８４万３,０００

円につきましては、冬季間の医療費増加の

見込みによる増額です。 

その下、３、他会計負担事業費の増、 

１４万４,０００円の増額につきましても、

人件費の補正による個別排水処理事業会計

補助金の予算整理であります。 

５目保健福祉総合センター費、１、保健

福祉総合センター管理運営事業費の増、修

繕料４６万円は、プレールームにおけるタ

イルカーペットの張り替え及びエレベータ

ー各種バッテリー等の部品交換のための費

用となります。 

その二つ下、庁用備品は、調理実習室の

冷蔵庫の更新費用として２１万３,０００円

を、その上の手数料５,０００円は、冷蔵庫

更新のためのリサイクル手数料の追加とな

ります。 

機械器具６７万円につきましては、体組

成計の更新のための予算計上ですが、プレ

ールームのタイルカーペットの張り替えと

併せ、その財源には、１０月１０日に明治

安田生命保険相互会社釧路支社様から受領

した寄附金を活用させていただきます。 

９６、９７ページになります。 

６款農林水産業費、１項農業費、４目農

業振興費、１、農業振興事業費の増、補助

金、畑地化促進事業土地改良区決済金等支

援補助金１,０３２万円は、水田を畑地化し

て畑作に取り組む農業者に対して、畑地化

に伴い生じる費用を支援するもので、この

支援は、農業者の経営安定を図るために実

施している国の対策事業の一つでありま

す。 
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今回の補助金については、５名の農業者

が採択に向けて申請していたところです

が、道から割当内示を受けたことから、町

の間接補助事業として予算計上するもの

で、その全額が国費で措置されます。 

中段の２項林業費、１目林業総務費、

２、林業推進事業費の増、積立金２２６万

８,０００円は、８月３０日、石上車輌株式

会社様より２２４万７,０００円の森林整備

協定に基づく御寄附がございましたので、

未来への森づくり基金へ積立てをするほ

か、預金利率の増による積立金利子の増額

を見込んでおります。 

９８、９９ページになります。 

８款土木費、４項都市計画費、３目公共

下水道費、１、他会計負担事業費の減、 

２,２２７万５,０００円は、給与改定及び

会計間異動に伴う人件費の補正による公共

下水道事業会計補助金の予算整理になりま

す。 

下段の５項住宅費、２目住宅管理費、

１、公営住宅管理事業費の増、施設等借上

料１８万円は、第２表、債務負担行為補正

で御説明いたしましたので、説明を省略さ

せていただきます。 

１００、１０１ページになります。 

９款消防費、６８６万９,０００円は、給

与改定に伴う人件費の補正による美幌・津

別広域事務組合負担金の予算整理になりま

す。 

１０款教育費、１項、２目事務局費、

１、教育委員会事務局活動事務費の増、積

立金２０万４,０００円は、預金利率の増に

よる積立金利子の増額です。 

その下、３目教育振興費、２、学校教育

振興事業費の増、事務事業協力報償５８万

６,０００円は、スクールカウンセラーの利

用回数及び利用時間の増による報償費の追

加となります。 

その下、５目語学指導外国青年招致事業

費、１、語学指導外国青年招致事業費の

増、１３万８,０００は、ＡＬＴの活動回数

の増による公用車燃料及び公宅灯油の増に

よる燃料費の追加となります。 

１０２、１０３ページになります。 

５項保健体育費、１目保健体育総務費、

３、未来のアスリート応援事業費の増、補

助金、全国・全道競技大会選手派遣補助金

１５０万円は、全国・全道大会参加見込数

の増による予算の追加計上となります。 

１０４、１０５ページになります。 

１２款職員給与費、１項、１目職員給与

費、１、職員給与支給事務費の増、３６６

万６,０００円の増額は、給与改定及び会計

間異動に伴う予算の整理となります。 

２、会計年度任用職員給与支給事務費の

増、４,７７３万７,０００円の増額につき

ましても、給与改定に伴う予算の整理とな

ります。 

なお、参考資料の７６ページ、資料７

に、給与改定の所要額調書を、参考資料７

７ページ、資料８に、会計年度職員に係る

給与改定の所要額調書を添付しております

ので、御確認をいただければと思います。 

次に、歳入につきまして御説明いたしま

すので、８４、８５ページにお戻り願いま

す。 

１０款地方特例交付金、１項、１目地方

特例交付金７,５３７万５,０００円は、賃

金上昇が物価高に追いついていない国民の

負担を緩和するため、令和６年分所得税３

万円及び令和６年度分個人住民税１万円の

定額減税を令和６年６月から実施していま

すが、これに伴う地方財政の減収について

措置されたことによる増額となります。 

１１款地方交付税、１項、１目地方交付

税７,９２６万円は、普通交付税の額の確定

に伴う増額であります。 

下段の１６款道支出金、２項道補助金、

３目衛生費道補助金、１節保健衛生費補助

金、子ども医療費助成事業医療費補助金の

増、１０８万９,０００円は、対象経費の増

に伴うものです。 

４目農林水産業費道補助金、１節農業費
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補助金１,０３２万円は、歳出で御説明いた

しましたが、水田を畑地化して畑作に取り

組む農業者に対して、畑地化に伴う費用の

補助事業の採択による間接補助に対応する

予算計上であります。 

８６、８７ページをお開きください。 

１７款財産収入、１項、２目利子及び配

当金６４万１,０００円につきましては、各

種基金に係る預金利率の増によるもので

す。 

１８款寄附金、１項、１目一般寄附金、

企業版ふるさと納税の増、２００万円は、

６月１３日、株式会社道央環境センター様

から１００万円を、１１月２６日、株式会

社アルムシステム様、株式会社アルム様、

株式会社十勝あすなろ会様から合計で 

１００万円の御寄附があったものです。 

２目民生費寄附金、社会福祉費寄附金の

増、２３万９,０００円は、１０月１５日、

社会福祉法人恵和福祉会主催のチャリティ

ーゴルフコンペ並びに親睦会の参加者一同

様から、社会福祉のために役立ててほしい

と１０万９,５００円の御寄附を、１０月 

１３日、中標津町のアートトラック神威、

代表、前田利幸様から、交通遺児支援や社

会福祉のために役立ててほしいと１０万円

の御寄附を元町在住の大井静子様から、社

会福祉のために役立ててほしいと３万円の

御寄附をそれぞれいただいております。 

その下、保健福祉費寄附金は、１０月 

１０日、明治安田生命保険相互会社釧路支

社様より、町民の健康増進・福祉・子育て

支援などに役立ててほしいと８２万４,３００ 

円の御寄附をいただいております。 

３目農林水産業費寄附金、林業費寄附金

の増、２２４万７,０００円は、８月３０

日、石上車輌株式会社様より、森林整備協

定に基づく御寄附をいただいております。 

４目教育費寄附金、保健体育費寄附金

は、８月２０日、美幌町民親睦ゴルフ実行

委員会様から、スポーツ活動の普及とスポ

ーツ振興に役立ててほしいと２万６,０００

円の御寄附をいただいたものであります。 

１９款繰入金は、財源調整及び事業費の

確定などに伴う予算の整理になります。 

２０款繰越金は、次のページとなりま

す。 

１項、１目、1 節前年度繰越金７,５５６

万４,０００円は、令和５年度決算に係る前

年度繰越金について、今回の補正により全

額を支消いたします。 

２２款町債につきましては、第２表、地

方債補正で御説明いたしましたので、説明

を省略させていただきます。 

以上、議案第７０号令和６年度美幌町一

般会計補正予算（第６号）につきまして御

説明を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

２番馬場博美さん。 

○２番（馬場博美） １点だけ、説明をお

願いしたいと思います。 

１０５ページ、１２款、１項、１目職員

給与費、職員給与支給事務費の増、一般職

級７９９万７,０００円の減について。 

先ほど、部長から説明がありました参考

資料の７６ページ、給与改定の所要額調書

の一般のところで、給料が７９９万７,０００ 

円の減、人員のところがマイナス１１名に

なってございます。 

これは、当初予算の計上から退職者含め

て１１名減になったと思うのですけれど

も、この１１名について、一般職事務の

方、技術職の方、それぞれ何名になるの

か、そして７９９万７,０００円の減になる

のか。 

それと、現在、このことについて、いろ

いろ職員採用とかをやられている中、中途

採用、社会人枠ですか、やられていると思

うのですけれども、この１１名、来年度に

向けて、１１名の方が全部確保されたのか

どうか。 

特に、技術系の方は大変だと思いますの
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で、その辺の状況をお知らせください。 

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 総務課長。 

○総務課長（鶴田雅規） １１名減の内訳

でございます。 

予算資料でございますので、この１１名

の中には、予算が決まった後、令和５年度

の最後のほうに急に退職した方、その分の

減額も入っています。ですから、令和５年

度末までに退職した人数は６名です。 

それから、今年度、令和６年度に入って

からの退職者が５名であります。 

内数としては、技術職ですと土木技術職

が１名、それから、林業技術職が２名退職

となってございます。 

その分の採用状況なのですけれども、今

年度、来年度に向けた採用試験を既に実施

しておりまして、現在のところ、大卒で４

名内定、それから、高校卒で６名の内定を

出しております。 

また、それに加えまして、社会人採用分

で１名。 

これは、全部一般事務職の数字になって

おりまして、これだけで今１１名。 

プラス、今、林業技術者を１名内定、早

ければ年度内からの勤務があるかもしれな

いですけれども、今年１名の内定を出して

いるところでございます。 

○議長（戸澤義典） ２番馬場博美さん。 

○２番（馬場博美） 状況については分か

りましたけれど、１点だけ。 

退職された方の補充ということで、新規

採用や社会人枠をやられているということ

ですが、技術系の職員は、きちんと確保さ

れているのかどうか、その１点だけ説明お

願いします。 

○議長（戸澤義典） 総務課長。 

○総務課長（鶴田雅規） 申し訳ございま

せん。 

先ほどの答弁ですが、来年度に向けて土

木技術職も１名、今、内定を出していると

ころでございます。 

土木技術職についてもまだ足りていない

部分もあろうかと思いますので、北見工大

さんに年に数回お邪魔させてもらったりで

すとか、あと試験も随時募集をかけている

状況ではございます。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

○議長（戸澤義典） これから、議案第 

７０号令和６年度美幌町一般会計補正予算

（第６号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 議案第７１号 

○議長（戸澤義典） 日程第１２ 議案第

７１号令和６年度美幌町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）についてを議題と

します。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法） 議案書の 

１０７ページになります。 

議案第７１号令和６年度美幌町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）について

御説明申し上げます。 

令和６年度美幌町の国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ４１万６,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 

２４億４,２５２万２,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書に
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より御説明申し上げます。 

歳出から説明いたしますので、議案書 

１１６、１１７ページを御覧願います。 

３、歳出。 

１款総務費、１項、１目一般管理費につ

きましては、会計年度任用職員１名分の給

与改定に伴う報酬等の増額と正職員９名分

の給料、職員手当、共済費等について、給

与改定に伴う増額及び人事異動に伴う職員

の会計間異動などを精査した結果、１６８万  

７,０００円を減額するものでございます。 

３款国民健康保険事業費納付金につきま

しては、財源振替になります。 

４款保健事業費、１項、１目保健衛生普

及費１２７万１,０００円の増額につきまし

ては、会計年度任用職員３名分の報酬等に

ついて、給与改定に伴い増額となるもので

ございます。 

２目特定健康診査等事業費につきまして

は、財源振替になります。 

次に、歳入について御説明いたしますの

で、１１４、１１５ページにお戻り願いま

す。 

２、歳入。 

５款繰入金、１項他会計繰入金、１目一

般会計繰入金１６８万７,０００円の減額に

つきましては、職員給与費等の人件費に係

る一般会計からの繰入れを減額するもので

ございます。 

２項基金繰入金、１目国民健康保険基金

繰入金１,９１２万８,０００円の減額につ

きましては、その下、６款繰越金で、この

分の財源を前年度繰越金に求め、２,０３９

万９,０００円を計上することに伴う財源調

整でございます。 

以上、議案第７１号について御説明申し

上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第７１号令和６年度美幌

町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 議案第７２号 

○議長（戸澤義典） 日程第１３ 議案第

７２号令和６年度美幌町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）についてを議題

とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法） 議案書の 

１２１ページになります。 

議案第７２号令和６年度美幌町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）につい

て御説明申し上げます。 

令和６年度美幌町の後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１,２２８万６,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ３億８,４３１万円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明申し上げます。 

歳出から御説明いたしますので、議案書

１３０、１３１ページを御覧願います。 

３、歳出。 

１款総務費、１項、１目一般管理費につ

きましては、正職員１名分の給料、職員手

当、共済費等について、給与改定に伴う増

額と人事異動に伴う職員の会計間異動など

を精査した結果、１３８万２,０００円を減
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額するものでございます。 

２款後期高齢者医療広域連合納付金 

１,０９０万４,０００円の減額につきまし

ては、まず、前年度の広域連合への市町村

負担事務費の精算分を今年度で精算するこ

とに伴い、事務費負担金について６３万 

６,０００円減額し、また、保険基盤安定負

担金の確定及び保険料の実績見込みによ

り、保険料等負担金を１,０２６万８,０００  

円減額するものでございます。 

次に、歳入について御説明いたしますの

で、１２８、１２９ページにお戻り願いま

す。 

２、歳入。 

１款後期高齢者医療保険料につきまして

は、実績見込みにより、特別徴収保険料を

１,０３３万３,０００円減額し、普通徴収

保険料を５３７万３,０００円増額するもの

でございます。 

２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目

事務費繰入金２０１万８,０００円の減額に

つきましては、人件費に係る繰入れを減額

するもので、その下、２目保険基盤安定繰

入金６６８万７,０００円の減額につきまし

ては、保険料の軽減措置分の確定に伴い減

額するものでございます。 

３款繰越金につきましては、前年度繰越

金の確定による補正でございます。 

以上、議案第７２号について御説明申し

上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第７２号令和６年度美幌

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 議案第７３号 

○議長（戸澤義典） 日程第１４ 議案第

７３号令和６年度美幌町介護保険特別会計

補正予算（第２号）についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（立花良行） 議案の１３３  

ページをお開き願います。 

議案第７３号令和６年度美幌町介護保険

特別会計補正予算（第２号）につきまして

御説明申し上げます。 

令和６年度美幌町の介護保険特別会計補

正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２８３万６,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２２億  

３,１７１万１,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、議案の

１４２ページ、１４３ページをお開き願い

ます。 

今回の補正につきましては、職員給与の

改定及び会計間異動等に伴う人件費の増、

それから基金積立金の預入利率の増による

ものであります。 

３、歳出。 

１款、１項、１目一般管理費、給与改定

に伴う給与及び手当等の増額になります。 

人事異動に伴う会計間異動の人件費を精

査した結果、１７８万円増額するものでご

ざいます。 

その下、３項介護認定審査会費、１目介

護認定審査会費、介護認定審査会運営事務
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費５１万５,０００円の増、その下、２目調

査認定費、介護認定調査事務費４２万円の

増につきましては、会計年度任用職員の給

与及び手当等の改定に伴うものでございま

す。 

その下、４款、１目介護保険基金積立金

１２万１,０００円の増額は、預入利率の増

によるものでございます。 

次に、歳入につきまして御説明いたしま

すので、議案書の１４０ページ、１４１ペ

ージをお開きください。 

２、歳入。 

６款財産収入、１項、１目利子及び配当

金につきましては、介護保険基金の預入利

率の増による介護保険基金利子１２万 

１,０００円を増額するものでございます。 

７款繰入金、１項、４目その他一般会計

繰入金につきましては、人件費の増額に伴

い、２７１万５,０００円を増額するもので

ございます。 

以上、議案第７３号につきまして御説明

をいたしました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第７３号令和６年度美幌

町介護保険特別会計補正予算（第２号）に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１５ 議案第７４号 

○議長（戸澤義典） 日程第１５ 議案第

７４号令和６年度美幌町水道事業会計補正

予算（第２号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 議案の１４７ペ

ージをお開き願います。 

議案第７４号令和６年度美幌町水道事業

会計補正予算（第２号）についてを御説明

申し上げます。 

総則。 

第１条、令和６年度美幌町の水道事業会

計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

今回の補正につきましては、給与改定及

び人事異動等による人件費の補正並びに企

業債の利息額及び償還額の確定に伴う減額

補正、国の高規格道路事業、国道３９号高

野端野道路の事業実施延期による水道施設

補償工事関連の減額を行おうとするもので

あります。 

業務の予定量の補正。 

第２条、令和６年度美幌町水道事業会計

予算第２条に定めた業務の予定量を次のと

おり補正する。 

主要な建設事業は、国道３９号高野端野

道路の事業実施の延期による減額でありま

す。 

収益的収入及び支出の補正、第３条及び

資本的収入及び支出の補正、第４条につき

ましては、補正予算実施計画書及び説明書

で御説明申し上げます。 

議会の議決を経なければ流用することの

できない経費の補正。 

第５条、予算第７条に定めた経費は、記

載の金額のとおり補正しようとするもので

あります。 

次に、１５０、１５１ページをお開き願

います。 

補正予算実施計画書及び説明書、収益的

収入であります。 

１款、２項、３目雑収益２１万１,０００

円の増につきましては、給与改定に伴う下

水道排水施設業務負担金の増額でありま
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す。 

次に、１５２、１５３ページをお開き願

います。 

収益的支出。 

１款、１項、２目配水及び給水費、記載

の金額は、職員１名分の給与改定に伴う給

料、手当及び法定福利費の増額でありま

す。 

３目業務費、記載の金額は、職員４名分

の給与改定及び人事異動に伴う給料の減

額、手当等の増額及び法定福利費の減額並

びに会計年度任用職員報酬の増額でありま

す。 

４目総係費、記載の金額は、職員１名分

の給与改定に伴う給料、手当等、法定福利

費及び負担金の増額であります。 

次に、１５４、１５５ページをお開き願

います。 

２項、１目支払利息及び企業債取扱諸

費、企業債利息４２３万５,０００円の減に

つきましては、令和５年度に借入れをした

企業債の利息額が確定したことによる減額

であります。 

次に、１５６、１５７ページをお開き願

います。 

資本的収入であります。 

１款、３項、１目工事負担金、高野第一

加圧ポンプ所移設負担金２,５５０万円の減

につきましては、国道３９号高野端野道路

事業が、昨年に引き続き延期となったこと

から、減額をするものであります。 

次に、１５８、１５９ページをお開き願

います。 

資本的支出であります。 

１款、１項、１目浄水排水設備費、給

料、手当等、法定福利費は、職員２名分の

給与改定に伴う増額であります。 

委託料、水道施設整備事業、高野第一加

圧ポンプ所移設実施設計委託料２,５５０万

円の減は、国道３９号高野端野道路の事業

延期に伴い、支障となる高野第一加圧ポン

プ所の移設に係る実施設計を、来年度以降

に延期することによる減額であります。 

２項、１目企業債償還金１５１万６,０００ 

円の減につきましては、令和５年度に借入

れをした企業債の償還元金額が確定したこ

とによる減額であります。 

以上、御説明申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

１３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 高野地区の水道事

業のことについてお伺いしたいのですけれ

ども、今、確かに高規格の事業をやってい

まして、国道から今やっているところに

は、工事車両を結構手配していると思いま

す。その関係で、事業が遅れているのかな

と思います。 

この事業は、いつから再開できるのか、

見込み時期というものが分かれば、教えて

いただきたい。 

それと、この事業を行うときに、高野地

区の住民の方たちに対して――言い方がち

ょっとおかしいですね、住民の方たちへの

水道に関する影響はないのか。 

例えば、１日なら１日、水道を止めてそ

の事業をやるだとか、すぐ回してやるので

影響はないだとか、その辺のことが分かれ

ば、教えていただきたいと思います。 

○議長（戸澤義典） 上下水道課長。 

○上下水道課長（石山隆信） 御答弁申し

上げます。 

今回、減額となった高野第一加圧ポンプ

所につきましては、今、高野のインター付

近にございまして、今回、減額となる理由

としましては、高野インターの設計は当

初、開発建設部が行っていたのですが、昨

年は用地処理という理由で、１年先送りと

いう御説明を申し上げました。 

今年につきましては、ちょうどインター

の線形について、町道の取り合いですと

か、一般住宅の取り合いとか、再検討が必

要だというお話がございまして、今回は見
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送りし取下げさせてもらうということでご

ざいます。 

一般住宅等の、例えば給水の影響等でご

ざいますけれども、今回、実施設計を取下

げましたが、委託の設計の中で一般町民に

対する水道の断水だとか、そのような影響

がないような設計にしたいと考えてござい

ます。 

今の時点では、まだ位置も決まっており

ませんので、どのように影響してくるかと

いう御説明は申し上げられませんけれど

も、断水だとか、そのようなことはできる

だけない形で、実施設計については検討し

てまいりたいと考えております。 

それと、今の線形の見直しにつきまして

は、令和７年度に見直しを行いたいという

旨の連絡はいただいております。 

その線形が決まった後に、実施設計を委

託発注するような形で考えておりますの

で、今回取下げする高野第一加圧ポンプ所

の移設実施設計につきましては、令和８年

度で計上したいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第７４号令和６年度美幌

町水道事業会計補正予算（第２号）につい

てを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１６ 議案第７５号 

○議長（戸澤義典） 日程第１６ 議案第

７５号令和６年度美幌町公共下水道事業会

計補正予算（第１号）についてを議題とし

ます。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 議案の１６７ペ

ージをお開き願います。 

議案第７５号令和６年度美幌町公共下水

道事業会計補正予算（第１号）についてを

御説明申し上げます。 

総則。 

第１条、令和６年度美幌町の公共下水道

事業会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

今回の補正につきましては、給与改定及

び人事異動等による人件費の補正及び建設

事業費の確定などによる予算の整理、企業

債の利息確定に伴う減額を行おうとするも

のであります。 

収益的収入及び支出の補正、第２条及び

資本的収入及び支出の補正、第３条につき

ましては、補正予算実施計画書及び説明書

で御説明申し上げます。 

企業債の補正。 

第４条、公共下水道事業は、国庫補助事

業の減に連動し企業債が減額するもので、

限度額を１億５,７４０万円から１,２９０

万円減額し、１億４,４５０万円とするもの

であります。 

議会の議決を経なければ流用することの

できない経費の補正。 

第５条、予算第７条に定めた経費は、記

載の金額のとおり補正しようとするもので

あります。 

他会計からの補助金の補正。 

第６条、予算第８条に定めた他会計から

の補助金については、記載の金額のとおり

補正しようとするものであります。 

次に、１７０、１７１ページをお開き願

います。 

補正予算実施計画書及び説明書、収益的

収入であります。 

１款、１項、２目負担金、他会計負担金
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３３万円の増につきましては、人事異動に

伴う個別排水処理事業会計負担金の増額で

あります。 

４目国庫補助金２,４７０万円の減につき

ましては、本町が要求しておりました補助

事業について、交付決定額が減額となった

ため、予定しておりました事業の未実施に

よる減額であります。 

２項、１目他会計補助金２,４４０万 

９,０００円の減につきましては、収益的支

出が減少したことに伴い、財源調整である

一般会計繰入金の減額であります。 

次に、１７２、１７３ページをお開き願

います。 

資本的支出。 

１款、１項、２目処理場費、委託料 

４,９３３万１,０００円の減につきまして

は、予定しておりました補助事業の交付決

定額が減額となったため、事業の未実施に

よる減額であります。 

４目総係費、記載の金額は、職員１名分

の給与改定に伴う給料、手当等、法定福利

費及び他会計負担金の増額であります。 

２項、１目支払利息及び企業債取扱諸

費、企業債利息４４万１,０００円の減につ

きましては、令和５年度に借入れをした企

業債の利息額が確定したことによる減額で

あります。 

次に、１７４、１７５ページをお開き願

います。 

資本的収入であります。 

１款、１項、１目企業債１,２９０万円の

減につきましては、第４条、企業債の補正

で御説明いたしましたので、省略させてい

ただきます。 

２項、１目国庫補助金１,２９０万円の減

につきましては、補助事業の交付決定額の

減額により、予定しておりました事業の未

実施による減額であります。 

２目他会計補助金２１３万４,０００円の

増につきましては、資本的支出の人件費が

増加したことに伴い、財源調整である一般

会計繰入金の増額であります。 

次に、１７６、１７７ページをお開き願

います。 

資本的支出。 

１款、１項、１目公共下水道建設事業

費、給料、手当等、法定福利費は、職員１

名分の給与改定及び会計間の異動に伴う給

料の減額及び手当等、法定福利費の増額で

あります。 

委託料２,３４０万円の減及び補償費２４０ 

万円の減につきましては、補助事業の交付

決定額の減額により、予定しておりました

事業の実施による減額であります。 

以上、御説明申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第７５号令和６年度美幌

町公共下水道事業会計補正予算（第１号）

についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１７ 議案第７６号 

○議長（戸澤義典） 日程第１７ 議案第

７６号令和６年度美幌町個別排水処理事業

会計補正予算（第１号）についてを議題と

します。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設部長。 

○建設部長（遠國 求） 議案の１８５ペ

ージをお開き願います。 

議案第７６号令和６年度美幌町個別排水

処理事業会計補正予算（第１号）について
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を御説明申し上げます。 

総則。 

第１条、令和６年度美幌町の個別排水処

理事業会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

今回の補正につきましては、給与改定等

による他会計補助金及び建設事業費の確定

による予算の整理、負担金の補正並びに企

業債の利息額の確定に伴う減額補正を行お

うとするものであります。 

収益的収入及び支出の補正、第２条及び

資本的収入及び支出の補正、第３条につき

ましては、補正予算実施計画書及び説明書

で御説明申し上げます。 

企業債の補正。 

第４条、個別排水処理施設整備事業は、

事業の実績に基づき減額するもので、限度

額を４,１５０万円から１０万円減額し、

４,１４０万円とするものであります。 

他会計からの補助金の補正。 

第５条、予算第７条に定めた他会計から

の補助金については、記載の金額のとおり

補正しようとするものであります。 

次に、１８８、１８９ページをお開き願

います。 

補正予算実施計画書及び説明書、収益的

収入であります。 

１款、２項、１目他会計補助金１８万円

の増につきましては、収益的支出が増加し

たことにより、不足する財源を一般会計に

求めるものであります。 

次に、１９０、１９１ページをお開き願

います。 

収益的支出。 

１款、１項、３目総係費３３万８,０００

円の増につきましては、給与改定に伴う下

水道事業会計及び水道事業会計負担金の増

額であります。 

２項、１目支払利息及び企業債取扱諸

費、企業債利息１５万８,０００円の減につ

きましては、令和５年度に借入れをした企

業債の利息額が確定したことによる減額で

あります。 

次に、１９２、１９３ページをお開き願

います。 

資本的収入であります。 

１款、１項、１目企業債１０万円の減に

つきましては、第４条、企業債の補正で御

説明いたしましたので、省略させていただ

きます。 

２項、１目他会計補助金３万６,０００円

の減につきましては、資本的支出の減額に

伴い、財源調整である一般会計繰入金の減

額であります。 

次に、１９４、１９５ページをお開き願

います。 

資本的支出。 

１款、１項、１目個別排水処理施設建設

事業費、委託料１３万６,０００円の減は、

今年度実施しました浄化槽の標準図作成業

務の実績による減額であります。 

以上、御説明申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第７６号令和６年度美幌

町個別排水処理事業会計補正予算（第１

号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１８ 議案第７７号 

○議長（戸澤義典） 日程第１８ 議案第

７７号令和６年度美幌町病院事業会計補正

予算（第１号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 
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病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司） 議案書は、 

２０３ページになります。 

議案第７７号令和６年度美幌町病院事業

会計補正予算（第１号）について御説明を

申し上げます。 

今回の補正につきましては、収益では、

マイナ保険証の利用促進に関する助成金及

び給食食材費高騰に対する支援金の計上、

費用では、人事院勧告に基づく職員の給与

改定及び人事異動並びに年度途中の就職退

職に伴う人件費の補正と、診療及び施設の

維持に必要な施設器具等の修繕料及び企業

債支払利息の増額補正を行おうとするもの

でございます。 

総則。 

第１条、令和６年度美幌町の病院事業会

計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

第２条の収益的収入及び支出の補正につ

きましては、後ほど実施計画書及び説明書

で御説明を申し上げます。 

第３条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費の補正につきまして

は、今回の人件費の補正に伴い、職員給与

費の総額を１,０３４万８,０００円増額

し、１２億３,０９７万９,０００円にしよ

うとするものであります。 

次に、２０４、２０５ページを御覧くだ

さい。 

収益的収入の補正であります。 

１款、２項、６目その他医業外収益、そ

の他医業外収益のマイナ保険証利用促進支

援金２５万６,０００円は、医療機関におけ

るマイナ保険証の利用勧奨の取組に対し、

社会保険診療報酬支払基金から交付される

助成金で、令和５年１０月を基準月とし

て、令和６年５月までのマイナ保険証の利

用率と、令和６年８月までの利用人数の増

加量に応じ交付され、利用率は７％から

６％増の１３％へ、利用人数は２５７人か

ら２９６人増の５５３人の実績を基に交付

されるものであります。 

７目道補助金、道補助金の医療機関食材

料費支援金３１万６,０００円は、給食の提

供に当たり、食材料費高騰の影響を受ける

医療機関に対し、北海道から支援金が交付

されるもので、病床数に３,２００円を乗じ

た額が交付されるものであります。 

次に、２０６、２０７ページを御覧くだ

さい。 

収益的支出の補正であります。 

１款、１項、１目給与費の補正でありま

すが、給料から法定福利費まで、人事院勧

告に基づく給与改定によるもののほか、人

事異動による会計間の増減、年度途中の就

職及び退職による執行見込みから、それぞ

れ増額及び減額の補正を行うものでありま

す。 

今回の補正のうち、大きく増額となって

おります会計年度任用職員に係るものにつ

きましては、人事院勧告に関連した給料表

の改定により、給料、期末・勤勉手当、共

済費など、それぞれ所要額を計上するもの

であります。 

１款、１項、３目経費の修繕料２１０万

３,０００円の増額につきましては、診療用

機器等修繕として、内視鏡の部品交換費用

に３３万４,０００円を、その他施設器具等

修繕は、経年劣化による部品交換等の修繕

費として、厨房等の温水循環ポンプ修繕に

４１万５,０００円を、検査室、中央材料室

のエアコン部品交換に４４万６,０００円

を、院内ＰＨＳアンテナ増設費用及び非常

用発電機の点検整備に７４万９,０００円

を、給食配膳車の部品交換に１５万９,０００ 

円を、合わせまして１７６万９,０００円を

計上するものであります。 

１款、２項、１目支払利息及び企業債取

扱諸費の企業債償還利息１０万９,０００円

の増は、令和５年度借入れの企業債につい

て、借入先金融機関の追加及び借入時の利

率上昇による利息の増額分を補正するもの

であります。 
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以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第７７号令和６年度美幌

町病院事業会計補正予算（第１号）につい

てを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 意見書案第１１号 

○議長（戸澤義典） 日程第１９ 意見書

案第１１号厚生年金への地方議会議員の加

入のための法整備を求める意見書について

を議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２０ 意見書案第１２号 

○議長（戸澤義典） 日程第２０ 意見書

案第１２号将来に希望が持てる次期基本計

画の改定と現場に寄り添った農業政策の実

現を求める意見書についてを議題としま

す。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先へ送付いたしま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２１ 報告第２４号 

○議長（戸澤義典） 日程第２１ 報告第

２４号専決処分の報告について。 
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配付のとおり、報告書の提出がありまし

たので、お聞きすることがあれば許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） ないようであります

ので、報告第２４号専決処分の報告につい

ては、これで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２２ 報告第２５号 

○議長（戸澤義典） 日程第２２ 報告第

２５号定期監査報告について。 

配付のとおり、報告書の提出がありまし

たので、お聞きすることがあれば許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） ないようであります

ので、報告第２５号定期監査報告について

は、これで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２３ 報告第２６号 

○議長（戸澤義典） 日程第２３ 報告第

２６号例月出納検査報告について、８月か

ら１０月分。 

配付のとおり、報告書の提出がありまし

たので、お聞きすることがあれば許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） ないようであります

ので、報告第２６号例月出納検査報告につ

いて、８月から１０月分は、これで終わり

ます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２４ 閉会中の継続調査について 

○議長（戸澤義典） 日程第２４ 閉会中

の継続調査についてを議題とします。 

各委員長から会議規則第７５条の規定に

よって、配付のとおり申出があります。 

お諮りします。 

各委員長からの申出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、各委員長から申出のとお

り、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

──────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（戸澤義典） 以上で、本定例会に

付議されました案件は、全て終了しまし

た。 

会議を閉じます。 

これで、令和６年第９回美幌町議会定例

会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

 

午後３時８分 閉会   
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